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が

き
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海

上
保
険
法
の

研

究
を

始
め

た

者
が
､

最
初
の

難
関
の

一

つ

と

し

て

理

解
に
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し
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､
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エ
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-
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①
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且
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岩
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則
の

よ

う
に
､
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的
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則
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應
用

又

量
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折
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用
と
い

轟
か

ら
い

ふ

と
､

左
程

墓
の

も

写
な
い

か

も

知

れ

ぬ

が
､

こ

の

蒜
剋
の

警
理

由
が

よ

く
分
ら

ぬ

富
､

ど
の

く
ら

ゐ

英

誉
の

も
の

～

精
神
の

把
垣
が

困

警
な
つ

て

ゐ

る

か
､

多
少

と

も

高
空
保
険
法
の

研

究
に

徒
事
し

笑
覧
ぼ

霊
さ

れ

雪

こ

ろ

で

雪
と

息

ふ
｡

そ

れ
に

困
る

こ

と

は
､

同

国
に

於

望
望
保
険
法
の

解

要
は
､

そ
の

精
粗
の

別
は

雪
て

も

何
れ

も

警
し

蛋
件
に

関
す
る

裁
判
官
の

意

見
を

晋
取
つ

て

苑
て

そ
の

苧
品
べ

る

か
､

さ

う

で

亨
ぼ
こ

れ

墓
少

若
す
る

だ

堤
根
本
に

遡

つ

て

そ
の

冨
高
か

に

し

な

㌔

固
よ

晶
例

基
本
的
に

雷
せ

ん

と

す

れ

ぼ

勢

苦
れ

品
評
す

る
こ

と

に

雪
が
､

英

聖
者

は

か

1

る

こ

と
を

し

な
い
｡

こ

の

覧
る

芸
情
で

説
明

晶
ま

し

て

ゐ

る

蒜
で

雪
｡

そ

れ
で

も
何
う
か

す
る

と

中
に

は
､

-

通

り

の

解
説
に

止

め

ず
､

遡
つ

て

か

1

る

判
決
の

出
奔

墓
由
を

述
べ
､

或
は

又
か

1

る

結

莞
封
し

自
分
は

不

満

姦
ず
る

と
い

つ

雷
吻

を

洩
し

て

吾
々

を

有

難
が

ら
せ

る

者
も
あ
る
｡

:

‥

私

提
要
法
は
そ

の

理

論
が

相
互

に

矛

盾
し
､

そ
の

統

重
刑

の

買
が

困
難
で

雪

琶
英
法
理

論
よ

与
る

判
例
又

は

法

規

の

論
評
(

解
語
に

雪
ず
)

に

は

警
し

く

芸
が

翌

霊
つ

た
｡

然
し

折

に

偏
れ
､

上

述
の

如
き

英

聖
者
の

金
玉
の

書
芸

集
､

嘉
し

窟
果
､

英
法
の

考
へ

方
の

禽
得
に

つ

い

て

多
少
の

白
信
が

出
奔
､

且
つ

又

纂
同

曽
於

望
理

論
追
求

も
､

吾

還
於

望
そ

れ
と

共

通
せ

る

と
こ

ろ

が

少

く
な
い

こ

と
が

分
つ

荒
ら
､

私
は
こ

ゝ

に
ロ

イ

ド

語

隻
句

解
鐸
に

関
す
る
ー

の

謎
的
原

則

誓

冨
2 ･

首
○

:
･

甲

の

警
理

由
の

蟄
見
に

努
め
､

且
つ

そ
の

是
非

晶
か

に

す
る

こ

と
に

し

冤
今
そ

の

得

宗
論

基
約
す

る

と

次
の

如
き

も

写
雪
｡

即

墓
原

則

は
ロ

イ

ド

要
の

帯
び

る

保
守
性

と
､

今
】

つ

負

彗
任
に

撃
る

所
謂
列

璧
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の

賓
用

性

と

が

嘉
し

量
れ

鷲
の

で

誓
｡

そ

し

て

か

1

る

原

則
の
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は
､

約
款
解
繹
の

原

警
与
れ

ぼ

誤
れ

る

も
の

空
こ

と

は

慧
な

い

が
､

然
し

今

具
1

る

富
が

判
例
及
び

千

九

百

六

年
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保
険
法
に
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て
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さ

れ
て
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原
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理
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け
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て
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け
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図

璧
保

賢
引
に

於
て

使
用

さ

れ
て

ゐ

る

宗
ロ

イ

ド

要
(

宣
言
首
)

紅

蓮
型
の

保

誓
負
捨
危
険
倣

項
が

規

誉
れ
て

居
る

が
､

そ
の

末
尾

竺
聯
の

包

括
的

宕
-

聖
再
的
に

い

つ

て

表
文

旬
叉

品
款
(

ぎ
邑
O
r

警
遥
昔
的

毒
針
0

鼻
息

至
急
が

雪
｡

こ

竺
般

若
簑
望
そ

芸
事

解

警
兵
つ

蛋
味

蒜
す
る

こ

と
に

至
て

居
る

が
､

か

1

る

解
繹
上
の

特
殊

原

則
を

2
日

舎
監

芸
(

同

遠
類
の

原

則
)

と

稲
す
る

の

で

雪
｡

ロ

イ

ド

語
券
に

於
け

る

保
険
者
の

負
括
危
険
條
項
の

彗
口

は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

へ

ぎ
り

言
t

訂

各
申
{

弓

望
ロ

d

富
貴
言
肇
2

雪
1

昌
ロ
ー

2

邑
-

○

罫
邑

芝
r

打

盲
…

皇
】

ぎ
毒

‥

書
写
2

孟
e

萱

盲
-

†

妄
言
言
2

鼻
音

ぞ
毒
♂

莞
2

遠
二

夢
】

言
昏
昌

星
邑

星
e

寿
廿
-

眉
胃

嘗
{
-

一

昔
邑

選
発

虐
蔓
息
邑
賢
巳
コ

邑
…
f
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音
毛
呂
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己
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-
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言
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昌
-

○

…
旨

誉
○

蔓
音
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訂

星
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ロ
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誌

‥
邑
○

…
鼻
①
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i

言
語

言
言
蔓
壷
､
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二

喜
○

妄
-

-

〔

塁
○

已
岩

音

蔓
星

-

○

ニ
巴

毒
○

妄
邑

芝
邑

冒
巨
星

嘗
邑

善

言
○
り

巴
】

叫

-

き

ユ
{

F
①

岩

已
㌧
〉

本
條
項

豪
の

苧
〉

芳

書
竿
の

宕
は
､

之

芸
事

菅
解
せ

ぼ

固
よ

呈
の

他

讐
の

危
険
と
い

ふ

こ

と

で

雪
て
､

本
俸
項

毒
の

意
味
は

右

若
完
行
し
て

列

警
れ

た

る

各
種

空
危
険
は

勿
論
､

そ
の

竺
功
の

船
舶
文

芸
荷

蒜
生

し

た

る
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山
川

←

ヽ

(

所
謂
遡

及

條
項

の

臥

軍
又

違
生

す
る

こ

と

雪
べ

き

危
険

星
讐
る

と
い

ふ

こ

と
に
▲

誉
｡

か

く
し

芸
負

慧
覧
項

竺

の

ぎ
①

邑

邑
の

慧
に
､

表
所
謂
列

慧
任

義
で

な

く
て
､

包

括
責
任
主

義

畏
足
し

て

居
る

如
く

見
臥

駕
然
し

之

を

従
来
の

判
例
､

文

筆
九

百

六

年
同

国

聖
保

賢
竺
條
及
び

同

附
属
､

保
険
詑

纂
慧
則

苧
二

條
(

冨
賢
一

冨
邑
O

n

‥

装
三
)

≡
書
(

声

…
+
旭
)

に

よ

れ
ぼ
､

こ

の
一

般

焉
は

左

様
に

真
の

も
の

で

亨
､

保
険

要
に

列

警
れ

た

る

各

慧
陰
に

類
似
の

も
の

嘉
す
に

曹
な
い

の

で

臥

鶴

斯
様

姦
で
､

毒
解
繹
上

は

首
然
包

括
的
で

誓
べ

き

保

警
の

負

慧
瞼
條
項

中
の

(

在
五
)

表
文
句

を
､

そ

れ
に

票
す
る

特

霊
陰
に

類
似
又

豊
と

同
一

種

類
(

き
F

…
打

e

≡
ぎ

ヨ

岩
鼻
の

危

険
に

隈

寄
る
ロ

イ

ド

約
款
解
繹
上
の

原

則
が
､

と

監
護
さ

ず

望
保
険
に

於

富
岡

高
額
の

原

則
で

雪
｡

栂
､

夷

望
､

所
謂

字
音
｡

言

粥

遠

望
保
険
の

み

誉
ず

空
運

琴

そ
の

竺
般
的

葺
法

規
の

解
繹
に

つ

い

て

も
行

監
て

居
る

が
､

之

等
の

も
の

1

性

質

上
の

差
異
に

関
し
て

は

後
に

論
及

す

る

と

こ

ろ

が

あ

る
｡

(

託
一

)

遡

及

保
険
の

意

義
に

つ

い

て

は

準
著
､

海
上

危

険
諭

二
八

墓
照
｡

(

撃
一

)

保

署
の

意
義
の

篭
に

警
る

包

括
及

び

列
挙
の

二

主

義
の

芸
､

そ

の

長

等
に

つ

い

て

同

上
､

(

警
)

例
へ

ば

宣
空

…
野
己

雪
-

買
何
､

之

等
の

判
例
に

つ

い

て

鎧
蒜
掌
る
｡

(

琶

…
･

=
…

り

J

言
邑
巴

…
F

等

号
‥
邑
-

賢
○

喜

号
l

芸
邑
胃
i

昌
誉
O

t
}
-

①

二
五

貞
参
脳
｡

叫

石

基
∽

の

葛
(

莞
丁
已
首

m
①

苧

t

ぎ
ロ

邑

ど
t

F
①

勺
○
-

5
.

モ
〉

(

慧
)

こ

の

誓

要
F

芸
…

芸
邑
寛

監
こ

と

喜
…
墓
打

琶
と

異
る

も
の

と

し
､

後
者
は

前

者
よ

芸
狭

義
の

も
の

と

解

す
る

署
が

雪
が

(

至
昌
富
t

0
0

…

箋
…
e

邑

這
邑

…

茎
罵
-

…
J

善

魯
藍
盲

-

羞
プ

昏

名

義
邑

害
∽

p

邑
豊

墓
訂
-

首
冒

誉
口

盲
箋

-

亀
邑
○

妄

昔
プ

盲
千
旨
①

旨
霊

芝
象
ぎ
=
…

喜

皇
t

〇

英

国
海
上

保
険
法

に

於

け
る

苫
邑
首
○

言
邑
e

m

笥
邑
皿

の

教

羞
由
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一

橋

静

華

第
五

巻

華
表

書
量
…
ロ

芝
旦
-

F

芸

芸
畳
も
g
什

星
豊
蔓
星
言

-

2

宮

萱
-

墨
書

｢

…
ぎ

畢
赦

し
一

般
に

は

両

名

を

同
一

義
に

解
し

て

ゐ

る
｡

三

■
保
険
者
の

負
拾
危
険
條
項
に

関
す
る

沿
革

今
日

せ

要
図

窟
て

行
は

れ
て

雪
空
保
険
約
款
が

苧
十
六

芸
､

地

中
粘
に

警
使

用
さ

れ
て

居
つ

た

保
険
約
款

蒜
苧

(

荘
一

)

る
こ

と

は

義
挙
者
の

詔

豊
ゐ

る

と
こ

ろ

で

雪
｡

と
こ

ろ
で

他
の

諸
国
の

も
の

に

雪
て

違
代
の

攣
遂
に

零
度

昌
警
脱

L

て

そ
の

内

容
､

形

式

芸
て

原

型
を

認

晶
な

遠
沈

警
れ
て

居
る

品
ら
1

ず
､

菖
要
に

雪
て

は

そ

の

基

本
約
款
は

驚
く
べ

き

程

芸
を

維
持
し
て
､

そ
の

創
成
時
代
と
殆

ん

ど

警
ぬ

位
原

警
止

誓
ゐ

る
｡

英
国
に

於
て

豊
の

基

本
約
款
だ

望
は

今
日
の

如

く

慧
せ

る

寧
貿
易
界
の

茸
情
に

靂
し

得
な
い

か

ら
､

賓
際
取

引
に

於
て

は

之
を

補

要
る

琶
色

芸
特
別
約

警
作
成

附
加
し

て

使

用

し

て

居
る

有

警
雪
が
､

そ
の

莞
､

局
外

雷
勿
論
の

こ

と
､

之
が

取

引
に

讐
せ

る

者
に

基
易
に

そ
の

全

警

窺

完
れ

な
い

程

窟
混
沌
を

極

掌
ゐ

る
｡

こ

の

雷
に

つ

い

て

は

四
に

於
て

詳
論

嘉
み

る
つ

も

豊
富
が
､

兎

も

角
､

英
閥
約

款
は

斯
様

造
兵
的
で

あ

ゎ
1

俸
溌
的
の

も
の

で

雪
以
上
今

昌
困
に

於
て

は
い

ふ

菩
も

苧
､

同
約
款
が

行
は

れ
て

居

る

我
賛
際

界
に

於
て

も
之
が

若
の

解
繹

箪
つ

て

窟
に

こ

の

警
念

頭
に

富
､

霊
整
然

誓
飽
図
の

壷
的

約
款

昌
す

る

が

如
く
､

専

Ⅰ4 0

ら

形

式
的

霊
を

以
て

哲
こ

と

を

管
差
く
て

は

彗
ぬ
｡

そ
こ

で

次
に

今
日
の

所
謂
ロ

イ

ド

約
款
､

る

そ
の

ぎ
e

邑

毒
d

芸
地

中
海

時
代
の

原

型
を

如
何
に

固
守
し
て

居
る
か

を

崇
写
る

た

畏
､

防

音
三

言
-

喜
①

d

星
呈
に

関
す

る

字
句

を

年
代
順
に

挙
げ
る

こ

と
に

し

た
｡

殊
に

こ

1

で

問
題
に

し

て

届

背
か

ら
の

保
険
者
の

負
捧
危

払

･

■

▲

肺

･
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k

サ

ノ
斗

榊

フ

ロ

ー
レ

ン

ス

約
款

世
界

最
御
の

海
上

保
険
紆

警
棒
す
べ

き

も
の

は
､

千

草
百
二

十
三

年
フ

ロ

ー
レ

ン

ス

の

嘩
上

保
険
法

令

に

掲
げ

ら

れ

て

ゐ

た

海
上

保
険
約
款
の

雛
形
で

挙
る
｡

同

雛
形

は

積
荷
に

関
す

る

も
の

で

常
時
の

遠
海
航
海
用
と

近

海
航
海
用

と

別

這

二

個

挙
る

が
､

雨

着
の

相

違
は

別

段
大
し

た
こ

と

は

な
い
｡

侍
､

同

法
は

か

1

る

雛
形

に

準

接
し

な
い

保
険
契
約

法
放
と

し
､

之

を

以

て

茸
際
取
引
上

十
分

と
し

な
い

場
合
に

附

加
さ

れ
る

所
謂

特
別

約
款
は
､

五

人
の

選

管
れ

た

専
門
委

烏
合
の

承

認
を

経
た

も
の

で

な

く

て

は

な
ら

撃
と

せ

ら

れ

た
｡

こ

の

様
に

常
時
保
険
約
款
の

統
制
が

箕

讐
れ

た
の

は
フ

マ
レ

ン

ス

市

嘩
嘗
局

が

嘩
上

保
険
業
の

蟄
展

を

(

証
)

企
固
せ

ん

と

す
る

特
別
の

措
置
で

あ

る

と
い

は

れ

る
｡

そ
の

本
文
は

次

の

如
き

も
の

で

あ

る
｡

(

註
)

封

邑
♪

雷
邑
を
ー

ー

①

倉
ひ

巨
岩

音
邑
重
野
?

壱
軋
已
-

e
↑

5
喝

真
宗
-

■巴
づ
､

-
00

叫
･

:

芦
≡
監
琵

琶
彗

星
ハ

音

名
O

n

声

音
邑

壷
i

ロ

H

窪
官
岩

…
=
}

ト

e

邑

言
0
0

d
班

已
忘

ユ

賢

已

邑

胃
旨

已

臣

…
藍
こ

ぎ

嘗
訂
○

ロ
､

苫

号
已
空

言
要
る
1

叫

す

E

邑
○

=
O
e
-

邑

…
屯

章
票
○
}

巨
墓
)

旦
-

1
P

夢
旨
き
已
警

竪
e

l
}

F

監
害
毒
-

邑

邑
毒
口

冒
①
】

臣
○

責
F

芸
b
F

琵

2
声
-

み

邑
訂
i

m

各
日

a
O

…
毒

盲
a
ォ

O

F

§
①

害
喜
阜
○

;
①

亡

邑
1

ざ

○

毒
口

三
〇

(

羞
)

夢
①

邑
包

的

書

阜

昌
一

b

賀

邑
召

す

臣
¢

星
F

告
ご

昌
じ

旦
監

ざ

賢
き
粥

…
ワ
0

計
ざ

弓
F
O

宏
e
･

(

琶

ど
ヨ
邑
窪

の

部

課

(

営
F

旨
益

せ
昆

与
野

日

誌
-

00

纂
-

帖
∽

e

に

よ

る
｡

拘

英
国
初
期
約
款

英
国
に

於
て

現

存
す

る

最
古
の

約
款
と

し
て

望
丁

五

百

四

十
七

年
(

ミ

野
○

琶

旦
首
)

及

び

四

十
八

年
の

日

附
の

も
の

が

あ

る
｡

之
に

綬
い

て

千

五

首

五

十
五

年
､

五

十
七

年
(

壷
屯
-

盲
色
､

五

十
八
(

九
)

年
､

六

十
二
(

三
)

年
等
が

あ

る

が
､

こ

の

六
つ

の

約
款
は
フ

ロ

ー

レ

ン

ス

約
款
雛
形

と

も
､

由
代
の

も
の

と

異

サ

頗
る

内

容
が

簡
単
で
､

殊

に

保

険
者
の

負
措
危
険
の

列

挙

が

な
い
｡

そ
の

理

由
の
+

と

し
て

或
る

英
国
畢
者
は

常
時
海
上

保
険
者
及

び

被
保

険
者
の

樺
利

義
務
に

閲
し

て

は

或
る

程
度
ま

で

慣
習
が

英

国
海
上

保

険

法
に

於

け
る

P
i

邑
首
｡

:
甘
乱
空
日

管
毎
訂

の

教

生
理

由

Ⅰ4



3 2

一

橋

論

叢

第
五

番

第
二

汝

確
立

し
､

特
に

明

文

を

設
け

ず
と

も
､

之
等
の

約
款
に

挿
入
さ

れ

て

ゐ

た
へ

垂
①

p
O

吉
夢
已
-

訂
召

監

ヨ

邑
ど
0

①

琵

芳
①

訂
賢

(

旺
一

)

邑
e

小

2

ど
】

ゴ

訂
邑

警
邑

}

､

文

革
之
に

類
似
の

字
句
に

よ

芝
目

ら

従
爽
の

仕
衆
力

通
り

決
定

さ

れ

得
る

か

ら

之
を

省
略

し

た
の

軍
と

(

妊

ニ

)

い

つ

て

居
る
｡

(

彗
)

撃
図
に

於
て

は
イ

言
-

人

(

ロ

ン

バ

ー

ド

人
)

が

…
世

紀
以

警
ン

ド

ン

に

移

住
し

て

本

国
と
の

貿

易
に

笠
し
て

ゐ

た

が
､

そ
の

傍

望
保

険
の

引

受

産
ん

で

ゐ

驚
こ

れ

等
の

商
人
の

集
つ

て

ゐ

窟
を

ど

旨
乙

苧
邑
と
い

ふ

が
､

ロ

ン

バ

ー

ド

人

望

芸
べ

ス

女

王

苧
の

千
五

票
十

八

年

に

晋
ユ

冒
}
-

毒
が

翌
さ

れ

る

ま

で

は

岡

島
所
に

於
て

罰
を

し
て

ゐ

霊
ら
､

(

音
胃

昏
､

輯

賢
プ
リ
れ

巳

竜
三
芸
-

男

空
曹

邑
音
ユ
①

盲
署
芸
2

皇
‥

層
-

笥
･

)

本
保

霊
穿
の

文

句

豊
実
約
は

霊
の

空
保

慧
引
の

署
に

徒
つ

て

掌
る

旨

羞
べ

て

居

る

に

過

ぎ

な
い

の

で

雪
｡

倍

霊
位

用

さ

れ
て

ゐ

る
ロ

イ

ド

夢
に

も

そ
の

慧
に

同

様
な

文

句
が

あ
る

が
､

之

は

固

よ

晶
に

望
を

慧
せ

ト

め

孟
史

的
飾

警
る

に

過

ぎ
な

い

(

久

川

教
授
､

改

訂

警
備

窒
諭
}

〓
ハ

墓
踊
)

｡

又

常

時
に

於

富
英

国

聖
保

霊
引
の

蓑
に

つ

い

て

は

｢

ロ

イ

タ
+

前

史
の

研

究
(

雷
教

授
､

空
保
険
所

究
､

竺
巻
八

真

苧
)

基
学
べ

き

で

雷
｡

(

堅
こ

弓
ユ

各
d

芦
a

句

旦
①

同

上

-

ま

参
絹
｡

何

孟
危
険

條
項

を
有

す

る

君
完
困
約
款

次
に

古

品
款

筆
書
六

十

手
年

旦
附
の

も
の

で
､

之
に

は

英
国
約
款
と

し

て

は

始
め

て

左
の

様
な

負

慧
瞼
文
句
が

掲
げ
ら

れ

て

居
る
｡

之

慮
る

と

古
代

英
語
で

は

雪
が
､

そ
の

内

容
は

琴
の

ロ

イ

ド

要
の

も
の

と
さ

ま
で

多
く
異
つ

て

ゐ

な
い

こ

と

が

分

る
｡

へ

曽
○

日
t

訂

臣

き
笥
O
f

-

F

…
e

苧
O
一

芸
胃

邑
蔓

竺
岩

…
=

ぎ
1

訂

羞
-

竜
0

0

誓
笥
(

○

壷
i

且

葛
邑
旨
t

す

遠

雷
星
冒
t

…
邑
慧
O
f

星
①
り

邑

旨
葛

1

ニ
①

夢
喜
=
邑
管

喜
-

-

す

ぎ
g
e

0
1

当
日

空
言
葛
b
叫

t

首
星
F

星
…

1

す

芸
…
訂

‥
希

書
e

0
1

写
誌
○

藁
J

き
…
…
喜
(

旦
ち

監

守
○

…
-
-

盲
雪

勺

芳
各
雷

邑

(

旺
)

倉
ヨ
】

電
話

弓

訂
吉

夢

笥
守
一

〉

､

4 2

メ

叫

.

僻
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如

叫

(

琶

弓
ユ

各

;
邑

雷
‥

昔
前

掲

-

芦

仲

所
謂
:

署
㌔

p

書
之

掌
六

芋
三

年
の

品
嘉
す

る

:

署
㌔

誉
慧
に

積

雪
れ

蒜
荷
に

関
す

る

も
の

で
､

世
に

妻
き

)

書
と

し

て

要
し

て

居
る

保
険

要
で

雪
｡

こ

れ

は

現

行
約
款
と

殆

ん

ど

異
る

と
こ

ろ

亨
､

負

慧
険
條
項

に

つ

い

て

も
､

現
行
の

も
の

に

比

し

葦
質

上
へ

へ

狂

2
p

邑
言
牢
品

賢

邑
〉

が

省
か

れ
て

ゐ

る

だ

け

完
蓬
で

雪
｡

警
本

約

要

は

謹

雷
現

存
の

も
の

と

し
て

は

現
行
約
款
に

移
行
す
る

最
後
の

段

階
に

望
も
の

で

あ

る
｡

伺

匡
冒
①

が

訂
M

冒

邑
邑
芦

冒

き
一

室

に
､

常
時
同

国
に

於

三
般
に

使
用
さ

れ
て

居
る

保
険
謹
穿
と
し

て

摘

笑
も
の

主
に

よ

る

負

準
危

険
健
項

を

見
て

も

上

鴇
の

も
の

と

殆

ん

ど

そ
の

内

容
は

欒
ら

な
い
｡

即
ち

次
の

通

力
で

あ

る
｡

へ

ぎ
レ

旨
克

{

F
①

A

冨
旨
護

軒

蔓
亡

…
1

}

巨

毒
{

}
}

…
葦
e

違
}

悪
賢
=
J

琶
b

冨
至
り

○

各
富
-

ざ

{

旨

名
句
〇

ロ

忌

≡
】

訂

葛

篭
ロ
ー

≡
○

呈
出

冨
…

;
①

誉
Ⅶ

こ

奉
○

言
r

こ

芋

蔓
竜
言
邑
-

…

毒
ニ
F
①

害
三
富
毒
こ
皇
宮
①
∽

○

ご

邑
①

雷
○

邑
雪

宗
旨
胃
e

蓋

星
邑

阜
紆

倉
富

召
壷
已

…

芸
者
紆

買
竃
…
ロ

≡
-
-

き
①

盲
彗
-

芸
r

邑
塁
○
杓

夏
】

】

塾
雪

紆

ヨ
寛

ぎ
胃
切
-

紆

○

ご
已
○

夢
勺

邑
-

訂

=
+

○

蔓
知

己

賢
-

喜
…
}

各
室
①
1

箸
芸
名
○

ニ
ー

墓
室
①

ニ
}

J

e

琶
J

畠

賢

墨

書
e

訂

き
蒜
-

ト
①

g
冒
邑

邑
F

臣
喜
色
○

=
わ

e

邑
{

考

量
…
喜
①

…
=
○

コ

･5

言

t

■】

芝
丁

弓
言

喜
一

¥
孟
芝

〇

→

賢
g
笥
○

:
訂

邑
チ
…
J

O

…
-

-

叫

り

邑
…
1

勺

胃
C

各
t

ど

喜
汁
}

〉

何

所
謂

へ

善
悪

哲
豆
F

乳

主
音

之

竿
六

首
五

十
八

年
の

品
嘉
す

る

卓
e

①

出

邑
○

誌
｡

と

稀
す

る

賠
に

積

警

(

誌
)

れ

た

積
荷
に

関
す

る

も
の

で

挙
る

が
､

本
謹
穿
に

な
る

と

負
括
危

険
條
項
は

現

代
の

も

冨
全

く
同
じ

で

挙
る
｡

(

註
)

弓
ユ

各
t

昌
一

句

点
ユ
¢

前

掲

E
-
･

以
上

五

項
に

渉
つ

て

紹
介
し

卑
約

警
見
て

も
分
る

通

斗

英
国
詮

券
は

少

く
と

も

負
括
危

険
條
項

に

閲
す

る

限

畠
中
溶

暗
代
に

比

･
英

国
海
上

保
険
法
に

於

け
る

諾
邑
首
○

言
邑
2
-

ゴ

笥

壱
訂

の

襲

生
理

由

4二;
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一

橋

論

叢

第
五

春

希
二

放

し

て

も

管
著
し
き

攣
化

を

受

掌
､

且
つ

始
め

去
り
ノ

木
像
項
の

末

尾
に

蔓
草
①

盲
臣
…
･

こ

誉

ぎ
邑

ぎ
芸

者

二

託
)

し
て

ゐ

た
こ

と

を

知

り

得
る
｡

垂

備
､

英

国
に

於

て

竺
れ

等
の

時
代

に

は

印

讐
れ

蒜
険

要
は

行
れ

ず
､

皆
ペ

ン

書
で

雪
た

か

ら

叢
行

は

れ
て

ゐ

蒜
霊
夢
の

間

に

は

雲
量
句
の

相

違

す

る

も
の

も

雪
た
d

殊
に

十

歪
紀
時

代
の

崇
に

於

て

は

そ

の

傾

向

が

顕

著
で

雪
た
｡

そ
し

て

印

讐
れ

た

貢

が

表
に

使

用

孟
る

康
に

な

つ

た

の

は

十

毒
牢
四

後
半

の

以

慧
こ

主
要
｡

又

同

視
約

款

が

〔

･ へ

…
喜

ぎ
ー

を

採
用

す

る

に

至

つ

た

の

は
､

常
時

未

だ
ロ

イ

ド

組

合
も

な

い

時
代
の

こ

と
で

あ
つ

た

か

ら
､

そ
の

琴
凶

窒
く

時

勢
の

凍
れ
が

必

恭
的
に

こ

れ

に

向

は

し

め

た

と

解

す
る

外
な

い

が
､

.

空
曹

邑
･
言
-

這
｢

言
商

業

史

上
の

警
告
+

と
い

つ

て

居
る
｡

最
後

掌
芸
七

十

九

年
ロ

イ

ド

組

合
は

之

を
以

て

ロ

ィ

蒜
品
数

芸
べ

き
こ

と

を

確
認

し
､

爾

誉
れ

と

内

容
の

異

る

約

款
に

よ

甲
保

険
の

引

受

を

拒

絶
す
べ

き

旨

を

決

議
し

た

(

一

言
誉

邑

雷
り
↓

訂

前

掲
-

き
以

下

参

照
)

｡

四

P
i

邑
首
｡

ご
･

g
･

の

教
生
理

由
に

関
す
る

畢
詮

川

序

説

(

詣

こ

野
上

保
険
約
款
の

解

警
は

雷
-

つ

の

場
合
､

即
ち

所
謂

ぎ
･

邑
1

の

場
合
を

警
､

か

主
約

警
拳
礎
と

し

て

契
約

雷
事

者
の

豊
姦
め

る

こ

と
で

あ
■
る
｡

今
日

望
保
険
約

畜
繹
に

閲
し

い

ろ

く
特
殊

原

則
が

唱
へ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

こ

れ

等
は

放

て

(

琵
二

)

こ

の

根
本
原

則
よ

品
れ

砦
と
こ

ろ
の

望
的
原

則
で

雪
｡

か

く

完
き

解
繹
の

嘩
本

原

則
は

現

代

何

れ
の

文

明

国

蛋
て

も

表

に

採
用

せ

ら

れ

る

と
こ

ろ
で

雪
て
､

そ

れ
が

英
閥
で

雪
と
か
､

或
は

孟
上

保
険
約
款
で

雷
と
か

品
讐
る
べ

き
い

は

れ

は

な

(

並

三
)

い
｡

こ

1

で

ど
星

空
ロ

ぎ
○

各
が

哲
訂

旨
吉

…
1

吉
邑
=
誓
00

に

警
梅

上

俣

野
契

約
解
繹
に

つ

い

て

下

卜

挺
桝
謂

-

邑
･

4 4

叫

郵

ヰ



r
(

U3

←

寸

紳

宮

告
ぎ
m

を

挙
げ
て

お

く
必

要
が

あ
る
｡

蓋
し

英
国
に

於
て

は

本
判
決
の

あ
つ

た

以
後
は
､

海
上

保

険
紆
款
の

解
繹
に

閲
し

て

は
､

貿
に

こ

れ
に

任

接
し

て

行
は

れ

る
こ

と

に

な
つ

て

居
る

か

ら
で

あ

る
｡

即
ち
い

は

く
｢

低

空
般
詮
券
に

封
す

る

と

同

棲
な

る

解
鐸
原

則

が
こ

ゝ

に

も
行
は

れ
る
｡

卸
ち

第
一

に

保
険
謹
券
に

使

用
さ

れ

て

ゐ

る

言
葉
か

ら
､

綜
合
さ

れ

窒
息

昧
に

従
つ

て

解
繹
さ

れ
ね

ぼ

な

ら

な

い
｡

こ

の

場

合
､

そ

れ

等

望
口

菓
の

意
味
は

特
別
の

事
情
な

き

限
り
二

般
､

普
通
の

意

味
に

取

ら

な

く
て

は

な
ら

ぬ
｡

故
に

若
し

そ
の

中

に

使
用

さ

れ

て

ゐ

る

言
葉
が
､

常
該
被
保
険
物
件
に

閲
し
､

一

般
周
知
の

商
慣
習
､

そ
の

他
に

宕
品

晶
の

意
味
と

異
な

る

特
別
の

意
味

を

持
つ

場
合
､

及

望
眞
の

前
後
の

閲
係
(

○

邑
e

呈

上
､

そ

れ
が

特
殊
の

場
合
で

あ

少
､

首
尊

者
の

窒
息

を

確
め

る

た

め
に

は

何
か

特

(

琵

円
)

別
の

意
味
に

諒
解
し

な

く
て

は

な

ら

ぬ

こ

と

が

明

瞭
で

あ

る

と
き

に

は
､

か

く
の

如
き

特
別
の

意
味
に

解
繹
す
る

こ

と

を

要

す

る
+

｡

こ

の

エ

卿
の

意
見
①

中
､

多
少

疑
問
の

凍
る
の

は
､

保
険
契
約
解
繹
の

特
別
の

場
合
と

し
て

…
ざ
ヨ

と

…
ロ
オ

邑
の

関
係
よ

り

来
る

場
合

だ

け
を

挙
げ
て

ゐ

る
こ

と
で

あ
る
｡

一

般
契
約
の

解
繹
原

則
と

し

て

は
こ

れ

以
外
に

各

種
特
別
事

情
殊
に

契
約
締
結
の

経
済
上
の

目

的

を

(

荘

五
)

も

考

慮
し

な

く
て

は

な

ら

ぬ

が
､

前
掲
の

d

を
2
ピ

は

こ

の

鮎
に

言
及

し
て

ゐ

な
い
｡

然
し
エ

卿
の

言
葉
も
別
段
こ

れ
を

認
め

て

ゐ

な
い

詳
で

は

な
い
｡

寄
算
た

る

慣
習
は

官
尊

者

望
畢
息

解

繹
上

特
別

重
要
の

も
の

で

あ

斗

殊
に

英
国
海
上

保
険
に

於
て

は
こ

れ

を

榛
準
と
し

て

解

繹
さ

る
べ

き

場

合
が

多
い

か

ら
､

自
ら

特
別
の

言
及
が

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

叉

…
ロ

訂

邑

な
る

文
字
は
こ

れ

を

狭

義
に

も

虞
轟
に

も

使
用

し

得
る

が
､

こ

の

場

合
に

は

虞
義
に

使
用
さ

れ

た
る

も
の

と

解
し
､

そ
の

仙
二

般
特
別
の

事
情
を

指
し
て

ゐ

る

も
の

と

解
し

て

過

ち

な
か

ら

う
｡

倍

芳
A

旨
喜

は

保
険
遼
券
解
繹
の

串
已
d

昌

邑
e

と

し

て
､

そ
の

文
言
を

普
通

望
息

味
に

解
繹
し

て

は

璧
息

義
に

な

る

と
か
､

護

岸
金

程
の

意
固
(

g

琵
邑

害
官

胃
乙
i

ロ

雷

邑
｡

=
F
①

さ
.

賢
-

宮
n
エ

に

反
す

る

と

か
､

又

望
遠
と

異
る

解
繹
を

採
る

に

(

京

大
)

有
利

な

る

極
め

て

艶
力

な

る

便
宜
的
理

由
あ
る

場
合
で

な
き

眼
力
､

そ

の

自
然
的
意
味
に

解
す
べ

し

と
い

ひ
､

.
又

冒
打

は

被
保
険
者
の

英

国
海
上

保

険
法

に

於

け
る

冒
冒

.

n

首
-

①

｡

:
j

ロ

邑
昌
-

笥
ロ
e

計
の

蟄

生
理

由

Ⅰ45



一

橋

論

策

第
五

番

第
二

携

36

利

益

鼻
斗

商
業
の

彗
農
進
す
る

こ

と

は

保
険
の

芙
富
岳
で

雪
が

保
険

要
は
か

主
目

的
を

達
す

る
に

晋
富
枝

4 6

葉
蒜
す

讃
と
い

つ

て

ゐ

る
の

は
､

何
れ

も

示

唆

富
ん

芸
上

保
険
約

若
繹
に

攣
る

重
要

誓
で

雷
｡

Ⅰ

(

彗
)

G
C

弓

∵
買

罵
i

諾
Ⅰ

冨

弓
告
藷
-

軍
こ
声

備

考
賀

宴
-

1

の

意

義
に

甲
し

て

は

各
英

国
海
上

保
険
法

解
説

書
､

耕
著

海
上

危

険
静
七

大

貢
容

顔
｡

(

鞋
ニ
)

G
O

弓
】

望
.

(

註
三
)

･
貞
-

…
彗
已
-

邑
こ
①

㌻
一

こ
ロ

{

宕
r

①

蔦
阜

訂

-
}

-

①

誓
さ

…
･

害
1

叫

勺

･
急
こ

…
】

①

一

…
苧
‥

‥
-

二
勺

等
村

∵
冒
【

邑
差

F
芸
｢

2

毒

】

監
比
-

套
)

(

註

四
)

ミ

芦

…
2
ゴ

…
ご
冒

邑
昌
{

す

蔓
O

h

喜
青
汁

○

已
-

豊
里

こ

邑
コ

…
①

阜

喜
宥
○

亡

書
-

○

妻
､

貴
)

芽
:
:
:
〇

訂

冒
告

邑

琵
0

邑
長
t

ニ
ケ

…
望
遠

邑
】

善
吉
-

彗

星
蔓
き
Ⅰ

…
古

学

ヱ
)

ご

完

古
書

若

宮
豪

産
…
:
町
､

蔓
各
t

e

岩
島

慧
t

O

訂

邑
星
邑
F
-
-
}

①
叫

=
で
一

日

首
○
り

賢
胃
ヨ

邑
3
)

已
毒

筆
芸
)

邑
箋

昏
①

言
芸

習

邑
ぎ

ど

護
葛

≡
O

t

F
①

邑
富
岳
t

卓
監

す

昏
打

ロ
○

責
岳

葛
○

;
阜
○

‥
}
}

‥
芹
♪

眉
已

邑
芦

層
各
号

芦
諾
-

中

宮
ど
告

ぎ
一

三
訂

苫
已
罵

芸

蓋
○

=
訂
故

買

…
○

旦
0
1

邑
違
t

訂

買
{

e

ま

邑
倉
き
t

-

叫

匂
0

5
･

-

…
已

-

訂

=
首
}

宣
什

∵
F

富

p

胃
こ

2

す
F
芝

呂
歪
-

邑
F

♀

管
t

O

①

穿
巨
富
夢
①

ぎ
莞
已

旨
…

･

{

①

邑
○
り

…
=
h
①

匂

弓
-

賢
-

○

夏
子
0

邑
真
言
¢

邑
①

で

芝

邑
5

.

貰
墓
O
t

F

雪
敬

官
の
小

已

昌
d

勺

碧

邑
胃

蒜
n

岩
}

-

(

註

五
)

出

冒

琵
害
訊

盲
E

き
邑
紆
舐

寧
晦

邑
穿
き
R
e

き
冨

-

琵
ダ

ー

監
･

-

A

ぎ

男
鳩

叫
博

士
､

日

本

民

法

組
論

三
入

京

等

参

詣
｡

(

証

六
)

呂
の

A
呈
}

岩
J

監
F
→

ど
の

H

監
守
告
毒
-

00

茎
}

芦

(

証
七
)

勺

邑
ハ
〉

巳
F

告
｡

こ
監
守
巴

崇
:
芝
川
､

ぎ
〓

:
声

復

円

川
卑
見
に

於

け
る
(

琶
参

招
｡

以
上

遊
べ

た

る

と

こ

ろ

は

英
国
海
上

保
除
法

.

に

於

け
る

約
款
解
繹
原

則
に

閲
す

る
一

般
論
で

あ

る
が
､

然
ら

ば
千

九

百

六

年
同

国
鯨
上

叫

勅

鵬



ー

/
(
1

U

.

丼

▲

▼

■

保
険
法
が

規
定

し
て

ゐ

る
､

一

か

の

ロ

イ

ド

謹
券
負
括
危

険
條
項

中
の

ぎ
つ

邑

毒
計

に

関
す

る

特
別

解
繹
原

則
､

警
所
謂

冒
C

T

音
0

言
甲

は
､

こ

の

表
解
繹
原

慧
如

何
に

連
用
さ

れ

露
果
で

誓
う

か
､

之

が

次

に

検

討
さ

る
べ

き

問
題
で

雪
｡

こ

れ
に

つ

い

て

先
づ

英
国
海
上

保

聖
者
の

説
明

晶
か

亨
て

は

驚
ぬ

が
､

毒
は

多
く
は

沈

警
守
つ

て

芝
前
掲
の

宣
告

…
ま
･

-

已
00

羞
件
に

於

望
工

卿
の

嘉
晶
富
に

止

め

る

有

様
で
､

書

芸
取
つ

て

甚

宗
満
足
の

賀
し

か

得
ら

れ

な
い
｡

然
し
そ

れ
で

も
中
に

は

こ

の

警
閲
し

自
己
の

所
信

姦
警
る

芸
が

な
い

こ

と

は

な
い
｡

さ

れ
ば

私
は

以
↑
､

こ

の

英

聖
者

宗
誓
基

と

し
て

研

究
を

進
め

て

行
か

う

と
息

ふ
｡

何

一

般
的

解
繹
原

則

詮
-
海
上
遅
速

契
約
に

於
け
る

翌
日
已

乞
e

O

;
g
･

こ

ゝ

竺
般
的
解

繹
原

則

警
名
付

裟
の

は
､

-

投
法
規
､

法
律
行

莞
通
じ

て

行

監
て

居

る

解

繹
原

則

又
は

棟
準
と
い

ふ

意

味

で
､

次
に

聖
保
険
に

特
有

誉
解
繹
標
準
と
い

ふ

意
味
の

望
保
険
特
別

詮
に

封
す
る

も
の

で

雪
｡

本

管
管
掌

雷
芳
A

旨

で

あ

る

が
､

同
氏

は

か

の

ぎ
芦

の

臣
m

を

持
出
し
､

｢

-

般
的

文
句

が

特

毒
項

文

句
に

引
培
い

て

用

苦
れ

誓
と

き

は
､

こ

の

表
文

は

包

括
的
文
句

姦
塞
項
に

讃
の

事
項
に

賢
し

て

解
す
べ

し
+

と
･
い

ふ

表

琵
､

董
に

雫
る

解
繹
原

則
が
ロ

イ

ド

詮
券
に

於

望
負

慧
瞼
保
項
の

解

繹
に

も

雷

管
か

ら
､

そ
の

ぎ
邑

邑
…
こ

れ
に

若
す
る

各
種

慧
警
危

険
､

聖
p

邑

蔓
F

壷
ぎ
の

ぎ

に

類
似
の

望
保
険
に

局

限
し
て

解
す
べ

し

と

唱
へ

て

等
然
し

吾

…
し

て

は

昏
旨

の

言
に

拘
ら

ず
､

す
べ

て

の

署
に

包

括
文
句
が

特

霊
旬
に

遺
す
る

と
き
､

後
者

呈
述
の

如
く
限

定
し

嘉
す
べ

し

と
い

ふ

こ

と

は

如

何
に

も
形

式
的
で

解
か

に

蓋
し

得

な
い

と
こ

ろ
で

雪
｡

或
る

種
の

法
律
行

着
竺
の

特
殊

原

則
､

例
へ

ぼ

慣
習

墓
ん

ず
べ

き

原
則
､

信
義

誓
登
る
べ

き

原

則
､

不

明

確

誓
警
契
約
の

提
供
者

富
者

宗
利
益

に

解
す
べ

き

原

則

等

誓
れ

モ
表

示

者

英

国

海
上

保

険
法
に

苦
る

守
5

･

畳
…
言
邑
2
-

已
山

2

ロ
e

旨
の

蟄
生

理

由

1 4 7
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一

橋

論

輩

第
五

番

第
二

教

の

豊
確

雪
い

ふ

法

律
行

宗
繹

墨
宗
則

芸
警
る

内

面

的
理

由
を

持
つ

て

居
る

も
の

で

雪
が
､

こ

の

著
は

全

く
形

式
的

原

則
に

終

言

寄
又

若

し

夢
賢
の

前
摘
の

言
が

包
括
的

若
が

特

宴
句
に

追
随

言
璧
蒜

警
､

他
の

蜜
情
に

照
し
､

薯
を

志
の

如
く

璧
的

蒜
す

る

を

冨
と

観

誉
れ
る

と
き

に

は

慧
括

若
を

葦
逸

品
義

蒜
す

る

要

至
と
い

ふ

こ

と

雲
ば
､

そ

れ

は

義
解

繹
原

則

喜
然
の

こ

と
で

雪
て
､

厳
め

し

く
こ

れ

を

以

て
ー

の

m

邑
ヨ

で

雪
と

か
､

特
別
の

邑

言
霊
と
か

稀
す

る

必

要
は

少

し

も
な
い
｡

従
つ

て

今
の

様

な
､

何

警
イ

ド

要
の

負
捨
危

険
條
項

中
の

包

括

悪
霊
行
特

定

危

険
に

限

定
し

て

解
す
る

こ

と
が

誓
冨

で

空
か

と
い

ふ

問
題
の

解
決
に

封
し

て

は

何

等

還
し

に

警
な
い
｡

(

註

こ

冒
A

誉
昌
僻

夢
冒

孟

夏
…
い

ふ

は

雷

管
で

琶
(
へ

へ

雷

雲
-

吉
倉

毒
}

…
七
エ

:
雷
-

邑

邑
莞

星
毒

t

｡

{

訂

墨
筆

】

蔓
①

…
葛
畠
1

…

…
宣

言

各
色

∵

ぎ
芦

≡
一

軍
-

〇
)

同
上

ぎ
】

喜
(

ユ

(

詰
二
)

例
へ

ぼ

菅
遍

的

晶
習

蛋
に

之
を

闇
み

る

必

要

が

あ

嘉
､

問
題
の

警
著
に

常
に

表
文

句
は

狭

義
に

解

す
べ

し

と

い

ふ

原

則
は

成

り

立

た

な

い
｡

こ

1

で

菖
至
芸
法

芸
望
①
･

g
･

の

原

則
を

考

案
し

て

雪
と

葦
に

誉
｡

警
備

業
約
(

芦

喜
量
e

且

に

於

て

は

聖
･

傭

要
撃
方
が

契
約

羞
め

ら

れ

雪
盲
璽
毒
故
に

管
妨
げ

怠
な

品
カ
､

又

個

蓮
途

契
約
(

ぎ
山

名
こ

≡

苛
邑

量
の

場
合

芸
て

は

運
送

人
が

糖
荷

票
是
め

ら

れ

た

る

=
足

芸
蓋
に

国

是
冨
れ

な
い

限

斗

妄
の

行
為

を

学
べ

き

蓑

警
負
ふ
｡

か

主

著
璽
毒

警
定

む

る
に

(

璽
晶
款
)

雷
に

警
の

具

琵
尊

警
列

馨
し
､

最
後
に

包
括

的

若
､

雪
ぎ
邑

星
芸
挿
入
し

て

彗
人
が

実
の

網
羅
的

警
ん
こ

と

を

企

苧
る

が

普
通
で

鮎

挙
例
へ

ぼ

偉

業

約
書
に

於
て

萱
釜

古
村

皇
ぞ
岩

畳
妄

ぎ

邑
-

ノ
ノ

き
ぎ

喜
…

邑
旨
乎

:
岩

鼻

…
書
芸

首
已

き
夏

48

鞍

部

＼
1
1

弓
～

1
1

～
､

書き
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九

♯

舛

書
邑

}

Y

と
い

ふ

が

如
き

で

ぬ

る
｡

か

ゝ

る

璽
晶
款
の

場
合
に

於
て

は

最
後
の

章
票
つ

琶

苧
…
‥

以
下
の

所
謂

宮
口

邑

喜
d
班

性

蔓
打
¢

以
下
の

特
定

事
故
と

同
一

種
の

も
の

に

限

定

し
て

解
す
べ

し

と
い

ふ

の

が
､

梅

毒
迭

法
上
の

e

盲
ぎ

習
①

已
払

の

原
則

望
息

義
で

誓
｡

従
つ

三
判
例
(

窒
喜
を
富

戸

苧

邑
-

慧
)

竺
の

原

則
に

よ

り
､

船
積
が

到

達
の

憶
に

よ

晶
穣
す
べ

し

と
い

ふ

申
合
せ

の

存
在
は

そ
の

他
の

事

故
の

中
に

入

ら

な
い

か

ら
､

こ

れ
に

基

く
賠

穣
の

遅
延

は

倍

埠
者
に

封
し

解
積
期
間
の

開

碧
妨

望
仏

い

と

解
し

た
こ

と
が

鮎

駕
然
ら

ば

何
故
に

英
国

野
上

運

送

法
上
か

く
の

如
き

制
限

解
繹

を
詔

む

る

か

と
い

ふ

と
､

多
数
の

場
合
免

責
約
款
の

作
成

者
が

蓬

準
契

約
の

作
成
者
で

雷
ノ

､

殊
に

普
通
の

荷
造

人

は

専
ら

之
に

附
合
す
る

に

過
ぎ

な
い

軍
情
に

あ

る

が
､

か

主

場
合
に

於
て
､

そ

の

内

容
に

閲
し

曖
昧

誉
個
所
あ

る

と
き

は
､

之

を

作
成
者
の

不

利

雷
解
す

る
こ

と

は

條
理
の

上
か

ら

い

つ

て

常
然

で

あ
る

と
い

ふ

に

蹄
す

る
｡

従
つ

て

同
法
に

於
て

も

所
謂

ぎ
邑
毒
針

は

常
に

限

定
的

に

解
す
べ

し

と
､

い

ふ

銭
則
が

あ
る

雫
は

な
い
｡

か

く
山

避
L

違
途
に

於
て

も
①
一

甲

の

慧
則

堤
単
な

る

形

式
的
の

も
の

で

考
く
､

そ
こ

に

適
用
さ

る

べ

き

内

面

的

理

由

が

あ

る
｡

と

を

知
り

得

票
､

然
ら

ば
こ

の

琴
由

は

嘩
上

保
険
の

場
合
に

も
通

常
に

常
蹴
り

は

し

な
い

で

あ

ら

う
か
｡

然
し

こ

れ

笑
警
り

否

定

し

な

く
て

は

な
ら

ぬ
｡

そ
の

諾

竺
れ

等
は

相

互

に

事
故

又

は

危
険
規
定
の

墓
の

上
に
､

根
本
的

相
違

警
戒
し
て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る
｡

成
る

程
海
上

保
険
約
款
に

於
て

も
保
険
者
の

責
任
を

制
限

す

る

規
定
に

不

明

確

牢
と

こ

ろ
が

あ

れ
ぼ
､

そ
の

作
成

者

宗
利

益
に

解
す
べ

(

詰

四
)

し

と
い

ふ

原

則
が

認
め

ら

れ
て

ゐ

る
が
､

こ

の

原

則

竺
1

へ

は

適
用

出

雲
い
｡

問
題
の

負

準
危

険
條
項
は

保
険
者
が

契
約
上

負

措
せ

(

註

五
)

ん

と

す
る

危

険
列

挙
に

閲
す

る

倣
項
で

雪
て
､

責
任
制
限

健
項

で

な
い

か

ら

で

あ

る
｡

そ

し
て

又
ロ

イ

ド

詮
券
に

寄
る

負
括
危
険
條

項

竺
れ
を

曖
昧
と
か
､

不

明

確
と

か

許
す

る
の

は

常
た

ら
ぬ

と

思
ふ
｡

こ

の

場
合
文
字
の

上
か

ら
い

つ

て

も

嘩
上

保
険

雷
鰐
舶

又

は

積
荷
に

つ

写
生

ず
べ

き

衰
危
険

量
揖
す

る

と
い

壷
日

を
い

へ

る

も
の

と

解
す
る

に

何

等
の

不

警
亨

､

叉

か

～

る

雷
は

棚

英

尚
海
上

保
険

法
に

於

け
る

買
n

召
.

}

…
?
且

転
告
冒

笥
n

邑
Ⅶ

の

塾

生

理

由



一

橋

論

叢

第
五

巻

華
一

汝

幼

嘩
上

保

賢
の

責
任
決
定
の

妄
力

主
義

富
包

括
真

空
義
に

合
致

確

蔚
以
で

空
か

ら
で

雪
｡

か

く
て

控
F

喜
O
h

O

去

拝
海
上
違

法
の

場
合
と
､

海

上

保
険
の

場
合
と
､

同

∵
性

質
の

も
の

で

な
い

こ

と

は

明

瞭
で

あ
る
｡

(

許
二
)

哲

邑

看
､

○

…
訂

蒼
}

官

碁
…
邑

g

…

妄
コ

:
軍

:
彗

以

下
｡

(

撃
こ

同

上

望
汁

こ

れ

が

望
蓮

迭
に

閲
し

富
{

…
の

原
則

が

認

め

ら

れ

た

雷
の

判

例
で

雪
が
､

空
保
険
に

於

誓
よ

り

も
(

2
･

-

告
く
･

出

邑
寛
-

芸
)

一

世

転
近

く

湿

れ
て

居

る

こ

と

が

分
る
｡

垂
三

)

買
誠
二

博
士
､

雷
雲
1
の

免

責
約
款
の

解

稗

原

則

及
び

畢

誓
任

(

舶

荷

票
璽

言
霊
四

八

八

真
)

言
責
｡

ぎ
芋
)

昌
止
､

(

註

四
)

ぎ
ご

…
-

…

ぎ
賢
}

ニ
蔓
-

呂
籍

Q

き
盲
屯

(

¢
ヨ
1

こ
筐
)

(

註
五
)

若
し

か
1

る

理

由

が

雷

管
と

富
と

却
て

保

険

者
の

負
揖
危

険

保

護
接

警
て

警
な

く
て

は

な

ら

ぬ

こ

と

に

富
｡

警
C
〇

く

孟

Ⅰ5 0

鵜

野

-

芸
(

{
)

に

於
て

海
上

運

送

法
上

の

っ
･

や

原

則

に

関

す
る

例

と
､

海
上

保

険
に

於

け

る

同

原

則
の

例

と

を

無
差

別
に

挙
げ

て

ゐ

る

の

は

不

嘗
で

雷
｡

そ
の

警
理
由

に

於

て

は

両

名
は

全

く

誓
の

で

雪
｡

侍
所

法

域

に

於

誓

言
原

急
用

上
の

相

蓮
に

つ

い

て

は

冒
博
士

岡

ヽ

ヽ

ヽ

上
玉

〇
七

頁
以

下

蓼
悶
｡

(

註

六
)

空
保

署
の

責
任

軍
国
に

警
る

包

括
及

び

列

挙
王

義
に

関

し

て

は

=

英

国

璧
保

監
に

於

誓
守
F
阜

号
c

言
苧

の

意

義
の

項

の

註

参

照
｡

何

海
上

保
険
特
別
説

羞
の

如

く
に

L
て

海
上

保

晦
法
に

雷
る
e
･

甲

の

原

則
は

他
の

法

域
に

賢
り

る

と

要
る
､

特
別
の

理

由
に

よ

旦
認

め

ら

れ

る

も

の

と

解
す

る

外
な
い

が
､

然
ら

ば

同

保
険

準
上

知
何

な

る

理

由
に

基
き

是

警
る

1

に

至
つ

た
か
｡

そ

れ
に

つ

い

て

第

言
念

頭
に

浮
ぶ

の

は

本
稿
=

に

於
て

逮
･べ

た

通

斗
ロ

イ

ド

琴
雰
､

従
つ

て

そ
の

負
括
危
険
僚
項
け

菜
歴
の

古
い

も
の

で

挙
る

か

ら
､

所
謂

芸
の

原

叫

朝

鵬
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ホ

沖

･斗

則
ほ

同

園
に

於
け
る

特
殊

的

璧
早

又

は

慣
習
に

嘉
す

る

も
の

言
霊
ら

う

か

と
い

ふ

警
あ

る
｡

見

ぎ
1

の

如
き

も

多
少

か

主

解
繹
を

灰
め

か

し

て

ゐ

る

軒
が

あ

る
｡

即
ち

同

氏

は
ロ

イ

ド

琵
券
に

は

単
に

蟄
航

嘩
及

び

到

達
港
が

定

め

ら

れ
て

居

る

だ

け
で

あ

る

か

ら
､

嘩
著

聞
の

解
海
に

於
て

な
ら

ば

如

何

を
る

港
に

寄

航
し
て

も
差

支

な
い

よ

う

に

見
ゆ
る
D

但
し

英
国
に

於
て

は

初
期
約
款
以
来
之

に

は

常

に

妄
の

制
限
が

定
め

ら

れ
て

居
つ

た

関
係
上
､

現

在

に

於
て

は

何

等
の

定

め

登
場
合
に

於
て

も

震
は

慣
習
上
の

も
の

以
外
に

は

為

し

得
な
い

と

解
さ

れ

て

ゐ

る
｡

そ

れ

と

同

様
､

負
措

危
険
倣
項
の

已
-

○

昏
字

音
-

…
訂
･

も

そ
の

畢
行

列

寧
危

険
と

同
種

冨
の

に

制

限

し
て

解
す

る

芸
が

雪
と
い

つ

て

臥

鴛

妄
慣
習
が

文

字
解
繹
を

制
限

す
べ

き

こ

と

あ
る

豊
に

も
述
べ

誓
｡

ろ
で

雪
が
､

若
し

茸
際
左

様
な

慣
習

が

行
は

れ

て

居
つ

誓
す

れ

ぼ
､

こ

の

間
題
の

解
決
は

極
め
て

簡
単
に

つ

く
道

警
雪
が

果
し

て

如
何
｡

然
し

筆
際

監
1

る

慣
習
の

存
在
し

て

居
つ

た

事

茸
を

蟄
見
し

得
な
い

の

が

遺
憾
で

雪
8

彗

茜
に

於
て

最

雷
海
上
保
険
法
に

閲
す
る

書
見

を

慧
し

た

萱
冒
霊

の

ど
H

苧
告
ユ

昌
男
-

宗

を

見
る

に
､

同
書
に

於
て

は

常
時
使

用
し

て

居
つ

た

野
上

保
険
琵
券

に

関
す

る

文

句
､

殊
に

ぎ
邑

毒
み

を

含
め

た

危
険
負
括
文

句

を

掲
げ
､

之

に

つ

い

て

数
個
の

事
件
を

報
じ

て

居
る

が
､

e
･

甲

の

藍
則

に

つ

い

て

は

言
も
述
べ

て

ゐ

な
い
｡

更
に

臣
ぎ
計
1

喜

冒
旨
ロ
O

S

忘
∞

ひ

に

至
つ

て

は

｢

現

今
使

用
さ

れ

て

窒

一

般
海
上

保
険
約
款
に

従
へ

ぼ
､

海
上
に

於
て

菅
得
る

凡

ゆ
る

危
険
に

基

く
損
害
は

保
険
者
の

急
す
べ

き

と
こ

ろ
で

驚
か

ら
､

曾

(

雷
ニ

)

て

問
題
に

彗
た

棟

革
各

種
の

奇

警
論
争
は

撃
生

す

る

飴
地

が
1

な
い

+

と

論
じ

て

居
る

か

ら
､

常
時
に

於
て

は

p

旨

邑
ノ

吉
倉

は

却
つ

て

包

括
的
に

解
し
て

ゐ

た

く
ら

ゐ
で

雪
｡

千

七

百

五

十
五

年

2

鼻

葺
○
}

=
ロ

芸

害
毒

及

掌
七

百
八

十

毒
弓
邑

き

旨
芦
p
-

各

署
邑
已

H

監

喜
呂
に

於
て

は

本
文
句
の

解

澤
に

関
し
て

は
さ

ら
に

濁
る

主
こ

ろ

が

な

い

が
､

千

七

百

八

十
六

年
の

(

柴

一ニ
)

冒
打
-

賀
弓

訂

ど

害
旨
含

岩
d
･

に

を
る

と

前
掲

巨
富
の

解
繹
を

引
用
し

て

こ

れ
又

却
つ

て

墓
に

解
し

て

ゐ

る

有
様
で

挙
る
｡

英

国
海
上

保
険
法

に

於

け
る

買
鼻
)
-

…
ワ
且

邑
e

2

鷲
冒

旨
の

聾
生

理

由

Ⅰ5 Ⅰ



+Zムー

一

橋

論

叢

第
五

魯

第
二

流

斯
様
に

し

て

千

八

百

十
六

年
の

宣
2

…
+

書
芸
判
例
に

於
て

エ

卿
が

制
限

解

警
採
る

喜
､

世

間

表
で

は

寧
ろ

軍
事

過

去

解

繹
を

吾
ノ

を

常
然
と

し
て

ゐ

汽
即
ち

以
上
の

零

茸
に

よ

カ

書

芸

…
･

原

則

頃
従

卒
英
国
に

於

哲
る

慣
習
よ

り

禿
た

も
の

で

な

く
､

全

く
前
掲
の

判
例
の

創
作
で

あ

る
こ

と

を

承
認
し

な

く
て

は

な

ら

な
い
｡

(

竺
)

(

ぎ

長
へ

へ

A

芸
J

墓

ぎ
邑

蔓
ニ

■･〇

芳

蔓
‥
C

ぎ
ロ

ビ

巳
-

星
野

…
{

巳

ニ
)

C

ユ

=
ニ

邑

訂

富
-

盲
a

き
ェ
叫

F

召

宣
邑
｡
}

芸
夢
t

ど

言
繁

へ

5
.

亡
-

三
〇

…
環

三
富
i

-

重
訂

賢
冒
払

こ

邑
-

訂

喜
賀
2

喜

邑
邑
①
良

書
身

重

○

エ
ー

等

号
貫

き
こ
】

邑
訂

冒
.

{

①

卓
墓
d

賢
喜
F

昌
♀

ぎ
音

量
F

-

}
レ

①

官
員

･

畳
…
=
ぎ
書
○

ご
①

喜

≡
て
一

己

:
}

古

買
-

善
賢
a

胃
華

､

何
同
上

雷

は

へ

ぎ
一

己

…
○

莞
①
〉

}

に

甲
す

る

限

定
解

渾

隻

生

理

由

を

沿

革
的
に

撃
明
し

て

居

る
｡

(

撃
こ

へ

貞
古

畳
罫

書
1

･

2

音
書
芸
-

毒
去
-

監

巴
】

星
昌
-
}

喜
…
ニ
○

≡

こ

言

喜
三
富
{

○
】

童
ご
･

A

軍

邑
t

訂

萱
-

賢
罠
○

季
夏
‥
訂

こ
+

葺

宇
i

}

モ
こ

毒

竿
-

己

ニ
ー

…
】

…
)

}

喜
一

毒
竿

‥

旦
-

…

蔓
1

C

妻
①

戸

邑

童
L

邑
○

…

蔓
史

室
賀
①

巴
-

‥
-

藍
○

き
芝

-

已

声

音
-

盲
-

(

=
〉

H

･
三
1

i

を
き
{

C

言
‥

妄
ル

こ
F
-

-

-

訂

き
e

賢
訂

告
…
喜

ぎ
ど

こ

敷

夕
巨

象

芸
邑

罵

言
〇

≡
旦
ど

喜
e

喜
岩

畳
邑
Ⅰ

･
ぎ
言
①

…
邑

苧
ニ
ー

こ
き

箋
見

考

量
卓

ぎ

差
盲
至
已
①

孟
夏
空
)

ぎ
e

｢

♂

紆

…
･

王

墓
毒

吉
倉

誉
i
】

蔓
萱
=
-

羞
空

…

…
】

】

至
三
⊥

三
言
①

室
阜

賢

言
鼻
監

ぎ
(

岩

邑
○

叫

本

吉
上
)

(

聖
)

藍
e

①

d

t

訂
一

言
倉

享

邑
喜
○

=
○

召
e

訂
】

蒼
盲
-

…
空
音
空
…
〔

葺
き
ぎ
笛

邑
…

三
菱
ニ
○

ロ
泌
-

一

エ
ー

i

已

…
C

賢
邑

星
U
-
-

整
監
①

邑

夏
日
①

諾
叫

2
】

睾

芸
-

2

-

書
芸
議

≡
草

書
書
芸
蒜

口

葺

ぎ
音

聾
巨

富
t
}
】

訂

霊

芹

-

1

き
一

芸

萱
阜
t
-

邑

夢
①

…
邑

-

‥
岩

屯

①

季
‥
一
1

萱
ニ
ー

①

F

星
邑
○

…
昌

誉
}

ロ
)

窪
-

萱
三
戸
こ

喜
○
】

呂
き

雷

雲
U

O

=
}

身
三
〇

官
署
{

○

暑
乳

首

主
監

訂

邑
賀

書
写

邑
邑

ど

首
-

ご

①

盲
象
β

箋
一

邑
首

邑
望

-

音
声

}

)

(

吋

ピ
ー

オ

本

文

比

心
)

又

ぎ
は

他
の

個
所
に

於
て

こ

れ

塞
く
ロ

イ

ド

詔
券
文

句
の

邑
e

ま

の

関
係
よ

基
て

居
少
､

こ

れ

に

反

す

る

解
繹

簑
要

5 2
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34

d

★

≠

(

苦
し

の
一

般
的

意
固
を

逸

脱
す

る

も
の

で

あ
■
る

と

論
じ
て

ゐ

る
｡

私
も

次
に

卑
見
と

し

て

遊
べ

る

通

り
､

エ

卿
の

得
た

解
繹
を
理

由

付
け
る

た

め
に

は
､

か

ゝ

る

説
明
に

よ

る

を

最
も
よ

い

方

苧
こ

考
へ

る

が
､

そ

れ

に

し
て

も

純
然
た
る

解
鐸

慧
写
り

す

れ

ば
こ

れ

は

誤
り
で

あ
る

こ

と

は

季
へ

な
い

と

息

ふ
｡

倍

穿
く

の

こ

の

説
明
に

は

然
ら

ば

何
う

し
て

か

ゝ

る

解

繹
が
ロ

イ

ド

詮
券
の

書
訂
監

の

閲
係
よ

り

生

じ

て

葬
る

か

と
い

ふ

こ

と

に

つ

い

て
､

今
一

つ

説
明
が

映
け
て

ゐ

る
｡

(

註
一

)

h

へ

…
‥

ぎ
叫

声
①

‥
-

を
勺

邑
已
ぎ
ー

‥

…

宣
…
ニ
〕

…
巨
象

書

写
邑
筈
-
)

…
己

己

富
己
C

=
-

-

①

官
已

字
(

要
く

前

掲

-

㍍

ご

仰
‥

卑

見

上

乗
述
べ

葬
れ
る

と

こ

ろ

は

①
･

平

原

則
蟄
生

理

由

に

関
す

る

英
国
聾

者
の

畢

詮
の

検
討
で

あ

る

が
､

然
し

何

れ

皇
口

人

を

満
足
せ

し

ヽ

ヽ

む

る

に

十
分

な

る

も
の

で

な
い
｡

私
と
し

て

も
い

ろ

〈
考
慮
を

廻

ら

し

て

み

た

が
､

結
局
ロ

イ

ド

琵
穿
つ

負
措
危
険
健
項
の

解
繹
と

し

て

は

判
例
の

見
解
を

支

持
す

る
に

足
る

十
分
の

理

由
は

見
付
か

ら

ず
､

従
つ

て

純
然
た

る

約
款

解
繹
理

論
か

ら

い

へ

ぼ

誤
り
で

あ

る

と

結

論
せ

ざ

る

を

得
ぬ
｡

こ

れ

に

つ

い

て

ど
邑

冒
F

実
生
が

曾
て

声
2

已
面

紆

音
字

筈

こ
r

冒
宮
Ⅰ

善
言

宣

宇

戸

H
巴

已

ぎ

(

荘
一

)

冒
箋
酔

夢
-

00

笥

に

於
て

漏
し

た

感

想
を

讃
む

と

甚
だ

興
味
が

あ

る
｡

即
ち

『

こ

の

穿
-
e

邑

喜
計

ほ

短
め
て

庚
汎

窒
息

昧
を

持
つ

て

居
る

か

ら
､

偶
に

今

初
め

て

斯
様
な

問
題

が

起
き

た

と
し

た

な

ら

ば
､

そ

れ
に

普
通
の

解
繹
を

下

し
､

こ

の

事

件
の

場
合
(

即
ち

(

諾
二

)

列

挙

危
険
に

類
似
し

な
い

場

合
)

を

も
こ

の

中
に

包

含
せ

し

め

得
や
う
｡

然
し
こ

の

間
題

は

初
め
て

ゞ

は

な
い
｡

簸

に

多
年
に

渉
つ

て

暗

時

惹
起
し

た

問
題

で

あ

斗

そ

し

て

常
に

制
限

的
解
群
が

採
ら

れ

て

発
た
の

で

あ

る
｡

か

く
し
て

本

表
文
句
に

閲
す
る

意
義
を

定

め

る

こ

と

は

至

難
の

こ

と
で

あ
■
る
｡

ど
邑

望
望

旨
…
各
が

昔
､

蔓
-

昌

戸

出

ま
一

票

寄
倖
(

前
掲
)

に

於
て

下
し

た

解

繹
､

即
ち

｢

こ

英

国
海
上

保
険

法
に

於

け
る

吋
ユ

邑
音
｡

ご
首
哲
ヨ

鷲
莞

碁
の

変

色

理

由

5 3



一

寸
+
t

一

橋

論

叢

第
五

番

第
二

放

れ

等
の

特

誉
れ

た
る

も
の

に

類
似
の
､

そ

し

て

同

慧
る

原

因
に

讐
惹
起

孟
た

る

攣
の

望
誓
+

と
い

ふ

の

が

正

し
い

枝
で

籾

ぁ

る
』

と
.｡

ロ

イ

ド

謹
券
の

¢
①

ロ
e

邑

岩
倉

を

上

述
の

如
く
限
定

的
に

解
鐸
す

る
の

不

首
な

る
こ

と

は
､

正

直
な

と
こ

ろ

英
国
聾
者

と
い

へ

ど

も

認
め

ざ

る

を

待
な
い

で

あ

ら

う
｡

一

度
判
例
に

ま
こ

定

原

則
が

嘩
草
す

れ

ぼ

之
が

先

例
と

な
つ

て
､

清
爽
容
易
に

之

を

覆

へ

せ

な
い

と
い

ふ

の

が

英
国
判
例
の

特
長
で

あ
つ

て

み

れ
ぼ
､

ブ

卿
の

こ

の

昔
自
は

全

く
偽
り

な
き

と
こ

ろ
で

あ

る
｡

今
日

で

は

干

九

百

六

年
の

海
上

保
険
法
に

於
て

も
か

ゝ

る

解
繹
を

規
定
し

て

ゐ

て
､

最
早

英
法
上
に

於
け

る
一

の

確
立

原

則
と

な
つ

て

ゐ

る

以
上
､

そ
の

是

非
首
香

を

翰
じ

て

み
て

も
固
よ

カ

詮
な
い

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

然
し

仮
令

そ

れ

は

契
約
解
繹
論
と

し

て

は

不

首
の

も
の

で

あ
つ

た
に

し

ろ
､

英
法

上

竺
原

則
と

な
つ

て

了
つ

た

今
日
に

於
て

は
､

又

別
の

意
味
に

於
て

そ
の

蟄
生

の

理

由
を

知

る
こ

と

が

必

要

で

あ

る
｡

即
ち

今
日

か

ゝ

る

原
則
よ

り

荻
生

す

る

と
こ

ろ
の

各
種

問
題
は

こ

の

由

衆
､

こ

の

精
神
が

確
賓
に

把
超
さ

れ
､

園
明
さ

れ
て

始
め
て

安
富
な
る

解
決

(

缶

三
)

を

樹
待
さ

れ

る
か

ら

で

あ

る
｡

換
言
す

れ
ぼ

之

は

正

に

英
国
海
上

保
険
払
上
の
一

精
神
と

し
て

現

存
す

る

も
の

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
｡

(

註

こ

曽
】

烏
】

空
さ

芦
､

H

臣
旨
-

の

巨
岩

岩
-

諾
-

器
♪

-

声

(

註
ニ
)

出

す
】

日

量
-

刑
事
は

数
世

紀
の

間
〈

f

O

=
邑
邑
e

豊

と
い

つ

て

居
る

が
､

-

≧
白

2
e

2

す
○

喜
の

判
決
(

2
-

①

≡
1

･

空
-
}

雪
-

芸
)

が

あ
つ

て

か

ら

百

年

僚
で

あ

る
｡

(

註
三
)

例
へ

ば
こ

の

雷
】

彗
已

き
乙

て
は

ロ

イ

ド

笹

穿
に

附

加

さ

れ

た

特

別
約

款
中
に

蓼
げ

ら

れ
た

危

険
に

同

種
の

も
の

を

合

包

す

る

か

の

問
題

(

-

賢
喜
ヂ

ぎ
旨
基

宣
し
い

㌣

後
述

参

照
)

も

か
1

る

精

紳

を

把

握

ト
て

こ

そ

正

解

出

来
る

の

で

あ

る
〇

そ

こ

で

私
は

結
局

海
上

保
険
特
別
誼
を

唱
へ

る

着
で

あ

る

が
､

こ

れ

は

二

つ

の

理

由

に

分

析
L
て

説
明

す
べ

き

で

あ

る

と
息

ふ
｡

言

い

は
ゞ

積
極
的
な

も
の

又

は

意
固
的
の

も
の

で

あ

り
､

伯
は

油
極
的
の

も
の

で

あ

る
｡

党
づ

便
宜

上

持
極
的

な

も
の

よ

り

詮
明

す

る

と
､

既
に

本
稿
三
に

於
て

示

し

た

通

り

英
国
基
本
約
款
は

殆

ん

ど

縦

上

保
険
制
度
創

成
時
代
と

飴
り

攣
ら

ぬ

形

式
､

内

容
の

も
の

で

あ

る

か

ら
､

斬

瀬

鵬



r
〔

リ
+
｢

紳

や

斗

こ

れ

を

恰
も

幾
多
の

準
化

を

経
て

来

年
大

陸
約
款
の

如

く
解
し
､

尋

竺
遍
の

形

式
的

態

度
を

以
て

そ
の

解
繹
に

臨
む

も
の

と

し

学

芸

ぼ
､

そ

の

不
首
､

不

都
合
の

結
果
を

薗
ら

す
こ

と

は

多
言
を

須

た

ず
し

て

明
か

で

あ

ら

う
｡

今
大
陸
約
款
の

変
遷
の

跡
を

見
る

に
､

例
へ

ば
ド

イ

ツ

に

於
て

は

矢

警
ノ

､

オ

ラ

ン

ダ

を

警
地

中
海
約
款

霊
場

受
し

た

も
の

で

空

か

ら
､

千

七

百
三

十

毒
ド

イ

ツ

最

初
の

嘩
上

保
険
法

典
た

る
ハ

ン

ブ

ル

グ

保
険
及

び

嘩
技

法
(

宗
…

音
色

互
吉

富
一

畠
-

≡
…
-

穿
｢

芸

事
ぎ
】

}

:
記
上

が

撃
布
さ

れ

る

ま
で

は

同

国
に

於
て

使

用
さ

れ
て

居
つ

卑
海

上

保
険
約
款
は

英
国
約
款
に

類
似
の

形

式
を

珠
つ

て

居
つ

悪
､

同

法
に

於
て

そ

の

起
草
者

誓
訂

毒
口

夏
打

が

時
勢
の

進
展
に

應
じ
こ

れ
に

完
斧

警
加
ふ

告
､

茸

賢

(

餃
一

)

に

於
て

も
之
に

追
随
し

て

前
掲
約
款
に

改

愛
が

加
へ

ら

れ

た

冨
あ

る
｡

殊

に

保
険
者
の

急
危
険
に

関
し
て

は
､

錐
釆
の

そ

れ
の

如

く

初
め

に

個

芸
海
上

危
険

完
馨
し
て

最

後
に

そ
の

他
の

危

警
い

ふ

が

如
き

表
文

旬

晶
加
す
る
こ

と

亨
､

努

莞
づ

保
険
者
は

宏
文
は

積
荷
に

聾
す
べ

き

警
の

危
険

基
準
す
べ

き

も
の

と

宣
し
､

そ

し
て

そ
の

例
と
し

て

大
環
従
釆
の

俄
に

よ

晶
上

危

険
の

列

挙
を

管
た
の

で

鮎

幣

勿
論

英
国
約
款
と
ド

イ

ツ

約
款
と

監
瞼

急
に

関
す

る

立

彗
義
を

異
に

し
､

前
者
は

所
謂
列

璧
土

義
､

後
者
は

包

括

義
姦
つ

て

居
る

か

ら
､

こ

の

警
基
る

相

違
も

雪
が
､

帝
者
が

時
勢
の

攣
遂

に

無

頓

着
で

､

伐

管
し

て

中
世

紀

の

嘗

警
維
持
し

て

行
く
に

反

し
､

後
者
が

断
然
改

編
を

繰
返
へ

し

来
つ

雪
い

毒
茸
は
､

二

者
の

解
繹
上
の

腰
優
に

閲
し

十
分

考

慮

を

聾
す
べ

き

鮎
で

あ
る
｡

然
ら

ば

何
故
英
国

準
上
保

険
の

賓
際

界
が
､

斯

讐
で

陳
腐
､

難

警
る

奮

式
保
険
約
款
に

執
着
し
､

之

を

保
持
し
て

釆
た
か
｡

そ

れ

埠
矢

張
り
､

盲
保
守
的

整
同

園

品
性
に

よ

る
こ

と
で

あ

る
が
､

そ
の

葦
質

的

琴
由
と

し

て

は

次
の

如
き

も
の

が

あ

る
｡

同
国
に

於
て

は

現
壷
の

と
こ

ろ

各
種
保
険
事

項

を

規
律
す

る

判
決
が

積
り

積
つ

三
千

有

除
に

上

り
､

こ

れ
が

ロ

イ

ド

約
款
の

各
細
部
に

渉
つ

て

殆

ん

英

国
海
上

保
険
法

牢
於

け

る

署
鼻
-
-

…
h

且

邑
e
-

ゴ

菅
①

各

の

襲

羞
由

Ⅰ5 5
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一

橋

論

叢

第
五

番

第
二

貌

ど

;
=

旬
そ
の

奉
養
を

確
定

し
､

以
て

こ

れ

農
用
し

て

取
引
を

為
す

保
険

筆
者

に

そ
の

責
任
の

範
囲
､

雪
に

つ

い

て

転
封
と

喜

は
い

へ

ぬ

が
､

相

皆
の

見
透

し

妄
心

を

輿
へ

て

ゐ

る

か

ら

で

雷
｡

英
国
に

於
て

笑
陸
諸
国
と

異

斗

壷
確
立

し

富
判
例
は

極

め
て

強
大

誉
数
力

を

有
し
､

霊
の

如

く
飴
程
の

こ

と

が

な
い

限

中
之

を

覆
へ

し

得

率
い

か

ら
､

こ

れ

等
の

判
例
は

優
に

他

国
の

法
律

規
定
に

比

L
て

考
へ

る
こ

と
が

出

警
｡

さ

れ

ば

若
し

今

墓
つ

て

こ

れ
が

禁
的

改

編

嘉
み

ん
か
､

こ

れ

等
の

詔
は

毒
さ

れ

る

こ

と
に

督
､

し

か

も
､

こ

れ

に

代
る
べ

き

精

碧
る

新
規
定
は

表
-

夕
に

得
ら

れ

な
い

か

ら
､

従

重
囲

滑
に

行
は

れ
て

ゐ

蛋
上

保

(

溢

三
)

険
取
引
は

立

ち

所
に

淳
嘉
す
こ

と

必

定
で

空
か

ら

で

雷
｡

か

く
し

て

英

望
本
約

琴

聖
ロ

イ

ド

要
約
款
は

墓
誓
の

俸

警
維
持
し

禁
の

で

雪
が
､

又

そ

れ

雷
内

容
､

形

式
共

時
代

莞
､

時
代
離
れ
の

甚
し
い

も

雷
蔵
し
て

居

少
､

時

完
膚
無

稽
と
さ

へ

息
へ

る

文

句

嘉
し

て

ゐ

る
｡

さ

れ

ば

業
苦
芸

､

裁
判

官
は

誓
あ

る

ど

と

に

こ

れ

に

悪
霊
へ

､

以
て

こ

れ
が

時

代

卸
應
の

解

警
得
る
に

肝

腎
砕
い

て

ゐ

る
Q

例
へ

ぼ

患

作
に

し

て

非

霊
､

済
度
し

誓
文

書
(

b

善
d

窒
n

こ

亭

き
ー

ー

邑

旨
嘗
乎

首
-

e

琵

告
○

喜
n

暮

雪
と
か
､

背
理

的
に

し

て

嘉
碧
空
董
(

賢
乙

邑
訂

邑
①

邑
d

害

毒
書
あ

る

と
か
､

か

1

る

約

警
以
て

現

代
取

引

差
せ

ん

と

す
る

は

恰
も

墓
を

や

る

(

…
g
遥
旨
2
ロ

且

に

等
L
い

と
か
､

有
名

な

る

苧

冒
g
-

琵

○

蓋
ロ

の

如

き
さ

へ

､

｢

著
し

今

易
め

て
､

か

～

る

契
約
が

起
草
さ

れ

牢
と

し

た

彗
ぼ
､

恐
ら

く

彗
-

モ

ア

の

感

情
に

誉
れ

た
狂

人
の

仕
事
と

評
債
す

る

に

慧
な
い
+

(

:

…
邑
…

星
亘
毒
…
三
)

…
享
≡

三
三

一

三
l
･

至
宝

夏
き
言
口

蓋

富
ま

ぎ
}

表
罫
①

邑
ハ

已

=
…

邑
○

邑
毒
見

喜
…

】

才

吾
妻

…
…
1

…
1
)

き
相

雷
劇

(

誰

四
)

し

言
葉
を

以
て

批
評

し
て

ゐ

る
の

は
､

讐
の

大
時
代
的

蓬
成
約
款
に

文

荏
代
の

取

引
に

封
す

る

筈
性

芸
め
ん

と
し

て
､

思

は

姦
た

れ

た

嘆
聾
に

外

警
な
い

の

で

雪
｡

斯
様
に

警
欝
ば
ロ

イ

ド

要
約
款
に

勤
し
て

は

そ
の

使
用

さ

れ

て

ゐ

る

若
に

封

∫5 6
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+

▼

書

頼

し
､

大
陸
そ
の

他
の

約
款
に

整
り

る

よ

や
も

極
め
て

虞

雷
の

解
繹
↓
の

自
由
裁
量
の

徐
地
が

輿
へ

ら

れ

払

ぼ

な
ら

ぬ

も
の

と

考
へ

ら

れ

る
｡

蓋
し

約
款
は

そ
の

性
質
上

契
約
で

は

あ

る

が
､

表
性
､

永

積
性
に

於
て

法
規
に

類
似
し

た

る

と
こ

ろ

が

多
い

か

ら
､

そ
の

解
繹
も

祀

窒
構
の

慧
に

よ

り

慧
姦
め

ら

る
べ

き

は

慕
許
さ

る
べ

き

で

空
か

ら

で

臥

駕
故
に

こ

れ

等
の

事

情

墓
撃
る

と
こ

ゝ

で

問
題
に

な
つ

て

ゐ

る

雷
口

邑

召
計

の

解
繹
も
､

克
文

字
が

示
し

て

ゐ

る

程
判
然
と

璧
網

制
限

解
繹
を

許
さ

ぬ

と

結
論
す

る

も

苧
り

で

挙
る
｡

他
の

事
情
如

何
に

よ

り
て

望
卿
の

樹
立

し

た

同

種
制
限

解
群
が

許
容
さ

れ

る

多
分
の

可

能
性
が

存
在
す
る

こ

と

は

香
足

し

得
な
い

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

(

註
一

)

Ⅰ

■

羞
邑
e

旨

が

ー

記
叫

に

出

版

し
た

ぎ
墓

蔓
一

】

毒
-
-

字
雪

賢

苧
を

鼻
を
0

空
軍
2

皇
軍

萱
-

t
､

慧
に

は

常
時

同

地

に

於
て

使

用

さ

れ
て

ゐ

牢
海
上

保

険

苦

界
が

掲

げ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

こ

れ

は

博
文
で

書

か

れ
て

ゐ

る
｡

そ

し
て

ド

イ

ツ

で

保

険

約

款
が

琴
文
で

認

め

ら

れ

る

凍
に

な
つ

た

の

は

千

空
日

三

十

三
の

海
上

保

険
が

盗

布
さ

れ
て

以

来
の

こ
1

こ

で

あ
る

(

穿
莞
-

琶
こ
)

ど
ノ

ニ

旨
F

竪
ぎ
¢

世

邑
･

ノ

ユ

蕾
-

∈
義

賢

哲
壱
を
ー

害
羞

F

巨
E
､- 一

昌
粥

-

…
こ
葺
｡

今
こ

の

保

放

置

穿
文

句
の

中
､

保
険
者
の

負
嬉
危
険

に

関

す

る

部
分
を

掲
げ
る

と

次
の

通

り

で

あ
る
｡

へ

(

-

ロ

弓
巴
打
①

要
義
片

平
5

･

笥
+
1

箋
芦

讃

旨
喜
倉
岩

監
義
告
-

塾
わ

汐
巧

守
-

賢
N
e

の
)

喜
ぎ
弓
､

喜
d

言
古

β

喜
.
言
邑
空

①

ロ

一

宮
已
b

ロ
ー

岩
戸

賢
喜
㌔
呂

旨
卓
…
…
邑
r

甲

声
召
e
､

喜

賢
覧
害
邑
冨
-

計
○

号
邑
毒
…
ヨ

苧
暴
き

冒
毎
ト

}

○

冨

喜
F

畠

軒

魯
穿
0

邑
言
昇

喜
倉
}

羞
昌

壷
芦
0
0

群

書
ゴ
胃

巨

夏
義
臣

雷

2
已

邑
∈

喜

寿
星
空

二
山

芝
買
古

き

e
}

-

倉

習
邑
昔
≡
昌

賢
巴

を
①

軍
i

j

富
…
U
}

-

賢

者
巨
盲
①
〉

{

害
夢
-

-

羞
e

…
壱
打
〔

蔓
e
}

ニ

…
e

鼻
e

…
F
已

雪
空
√

○

冨

箸
】

毒
筆
倉

官
等
ロ

ビ

巴
空
旨

邑
:

羞
の

保

険
に

於
て
､

青
々

保

険

者
は

絶
て

の

海
固

有
の

危

険
､

火

災
､

風
､

味

方
､

敢
､

私

7

掠
免

震
､

反

貰
慧
震

､

王

侯
､

そ
の

他
の

棒
力

者
に

因

晶
留
､

雲
の

慧
､

そ
の

豊
人
の

暮
し

警
汎
ゆ

る

方

法
に

よ

基
盤

巧

英

国
海
上

保
険

法
に

於
け

る

吋
ユ

邑
首
○

言
首
旨
}
-

笥
-

e

旨
の

蟄

生

理

由



k
U

.
川

t

一

橋

論

叢

第
五

番

第
二

鍍

す
る

こ

と

あ
る

べ

き

絶

て

の

危
険
又

は

運

命

を

負
措
す

る
+

(

註
ニ
)

夢
習
芸
前

掲

≡
Ⅰ

=
畠

に

於

て

千

言
三

十

妄
制

定
ハ

ン

ブ

ル

グ

海
上

保
険
法

に

附

醸

し
て

摘

要
保

監
券

顔
形

蓋
に

於

け
る

負
塘
危
険

條
項
を

見
る

と
､

役

務
の

保
険
澄

歩

(

(

註

こ

参
照
)

と

異
り

次
の

如
く

規
定

さ

れ

て

ゐ

る
い

毒
e

t

已
ハ

…
胃

ぎ
告
竺
ご

昌
丁

毒
…
昌
賢
○

…
}

舅
-

J

雫
○

岩
巴

嘉
e

邑
呂
監

皇

…
芸
皇

与

吾
き
ー
一

三
-

エ

コ
き
l

t

芸
-

訂

亡
-

①

空
-

已

己
-

e

芦
首
､

F
-

ト
①

責
邑

…
F

㌘
烹

盲
-

首
-

妄

胃
富

里
一

宮
き
g
‥
已
-

…
邑

ぎ
‥
己

邑

葺
雪
-

一

冬

交
ざ
①

ニ
す

軍
訂

喜
-

①

箸

盲
○

昌

邑

ぎ
盲
盲
官
邑
打

盲
ロ

声

音
野

夢
○

長
訂
F

芸
監

毒
善
言
邑
①

華
選

邑

蒼
旨

雪
毛

呂
叫

昏
喜
､

A

壷
-

払

巴

己

夢
-

邑
旨
○

=
ハ

首
㌔
旨
5
の

■
…
邑

官

署
芳
片

言
賢
芝
巴

善

邑
冒

鼓
-

臼

音

声

邑
e
凪
､

居
罫
已

…
邑
(

〕

邑
蔓
音

量
各

署
已

各
藩
監

2
邑
琵
…
-
1

勺

旨
①
山
-

峯
岸

宣

邑

欝
E

藷

O
f

宕

昔
邑

…
･

苗

字
訂

雪

…
･

首

写
1

皇

訂
【
･

A

邑
星
○

…
空
言
ま

亘
e

ニ

首
○

巴
J

訂

昏
○

昏
○

…
号

}

餌

望
彗
保

険
法

制

軍
役
の

最
初
の

統

妄
通

約

款
(

A

雷
】

邑

善

買
5

ぎ
】

J

ぎ

昔
-

雪

哲
?

穿
萱
①

昌
習
召
-

乙
賢
二
芸
)

に

於
て

空
風

鴇
の

約

款
雛

形
が

延

書
･き
の

形
式

で

あ

る

の

と

嬰
り
､

同

↓

海
上

保
険
法

同

株
､

條
文
の

形

式

を

探
る

に

至

つ

て

ゐ

る
｡

(

註
三
)

大

陸

約

款
と

い

つ

て

も
オ

ラ

ン

ダ

に

於
て

は

海
上

保

険
の

基

本

約

款
は

そ
の

琴
僚

造
化
せ

ず
､

彗
て

現

代

窟
富
も
の

も

多
分
に

地

中

海
時

代
の

面

影
を

残
し
て

ゐ

る
｡

さ

れ

ば

固

約

款
と

英

囲
約

款
と

甚
だ

類

警
る

も
の

が

あ
p
､

そ
の

解

樺
に

時

男
考

警
必

要
と

さ

れ
て

ゐ

る
｡

館
こ

長
岡
題
に

し
て

ゐ

る

保
険
者
の

負
塘
危

険
保

管
査
べ

て

富
と
､

初
め

に

革
種
の

海
上

危
険
が

列

挙
さ

れ
､

革
後
に

包

括

的

文

句

が

挙
る

こ

と

管
イ

ド

置

舞
岡

梗
で

あ

る

が
､

そ
の

最
後
に

念
の

麓
め

｢

そ
の

濠

想

し

た
る

事

警
る

と

否
と

通
常
の

事
故

た

る

と

異

常
の

事
故
た

る

と

を
間
は

ず
､

何

等
の

例
外
を

認
め

ず
+

盲
邑
e

轟

蒼
邑
巴

雪
邑
e

邑
監

邑
各
｢
已

音
鷲

鼻
巨
夢

邑
胃

2

嶺

蔓
已

き

粁
①

5
.

…

毒
2
0
-

巨

旦
(

野

星
口

盲
昌
喜
乙

差
違
害
-

畠
富
-

琵
､

琵
所
載
の

霊
に

よ

る
)

と

い

ふ

字

句
が

附

加
さ

れ
て
､

仝

管
し

て

所
謂

包

誓
任

義
を

慧
る

も

の

な

る

言

晶
に

し
て

嘗
q

慧
オ

ラ

ン

ダ

商

法

第
六

育
三

十

七

條

竺
の

警
を

窟

靂

に

亜

定
し
て

ゐ

る
｡
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94

セ

甘

沖

(

註

四
)

+

七

イ
i

惣
一

d

咄

5
み

句
P

ユ
e

溺

鴇
】

.∽
r

(

註

五
)

同

上

-

∽

戸

(

註

六
)

埴

山

博
士
､

日

本

民

法

級

諭
三

二

九

頁
(

註
三
)

参
照
｡

･

次
に

他
方
の

積
極
的
理

由
と

は

何

を

指

す

か
｡

こ

れ

は

保
険
者
の

負
措
危
険
に

関
す
る

列

奉
主

義
精
神
で

あ

る
｡

こ

の

鮎
に

関
す

る

列

拳
主

義
と

包

括
責
任
主

義
と

は

立

法
論
と

し

て

何
れ

が

優
れ

り

や

と
い

ふ

こ

と
は
､

両

者
何
れ
も

長
短

が

あ
つ

て
､

そ
の

解
決
は

必

ず
し

も
容
易
で

な
い
｡

然
し
こ

ゝ

で

は

そ
の

優
劣
を

論
ず
る

必

要
は

な

く
､

英
国
判

例
は

列

馨
主

義
を

以
て

遠

雷
と

認

め
､

意
識
的
に

又
は

企

囲
的
に

こ

の

主
義
を

遵
奉
し

ょ

う

と

し

て

ゐ

る

事

茸
を

指

摘
す

れ

ば

よ

い

の

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は

①
･

平

原

剋
が

初
め
て

樹
立

さ

れ

た

ぎ
l

l

昌
戸

出

昌
男
-

00
ー

の

以
釆
の

負
措
危
険
保
項
に

閲
す

る

各
判
例
及

び

前

掲
現

行
海
上

保
険
法

夢
二

條
及

び

同
附

屠
保
険
謹
券
解
繹

規
定

第
十
二

條
を

見
れ

ぽ

何

人

も
窺
ひ

知

れ
る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

か

く
し

て

私
は

英
国
涛
上

保
険
法
に

於
け
る
一

①
･

平

原

則
は

滑
極
的
理

由
た

る
ロ

イ

ド

約
款
の

保
守

性
と

積
極
的
理

由
た

る

保
険
者
の

危
険

負
措
に

関
す

る

列

車
主

義
精
神
と

相

交
叉

し
て

生
じ

た

る

も
の

と

解

す

る
｡

即
ち

英
法
に

於
て

は

海
上

保
険
者
の

危

険
負
揖
主

義
と

し
て

包

括
責
任
主

義
に

優
れ
る

も
の

と

信
じ
､

こ

れ

を

そ
の

精
神
と

し
て

取
り

入

れ

ん

と

す

る
の

で

あ
る

が
､

他
方

雑
木
よ

り

取
引
上

使

用

し

来
れ

る
ロ

イ

ド

約

款
の

負

櫓

危

険

文

句

中
に

は

所

謂

哲
ロ

ぎ
ー

弓
○

え
訂

が

あ
つ

て
､

同

約
款
が

如
何
に

現

代
的
に

見
て

不

合
理
の

も
の

で

あ

る

と

は
い

へ

､

全

然
そ
の

文
字
を

無

税
し
て

解
す

る
こ

と

も

(

杜
一

■)

不

可

能
で

あ

る

か

ら
､

こ

の

場
合
こ

れ

を

極
め
て

軽
く
見
る

こ

と
ゝ

し
､

こ

ゝ

に

所
謂
同
軽
危
険
制
限
の

原

則
が

生
れ

た
の

で

あ

る
｡

備

前
に

い

つ

窒
息

識
的
又

は

企

固
的
と

は

如
何

な

る
こ

と
を

指
す

か

と
い

ふ

と
､

保
険
は

被
保
険
者
の

利

益

と

商
業
の

蟄
達

を

計
る

を

以
て

そ
の

制
度
上
の

目

的
■
と

す
る
か

ら
､

保
険
契
約
は
か

ゝ

る

重
大
目

的
達

成
の

薦
め

に

都
合
の

よ

い

様
寛
大
に

解
す

る
こ

と
は

保
険
契
約
解

英

国
海
上

保
険

法
に

於

け

る

守
i

邑
且
e

O
h

e

首
倉
ヨ

粥

3
e

旨
の

草

生

理

由
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榊

一

橋

論

叢

第
五

巻

第
二

班

(

鞋
二

)

繹
の

〓
人

要

諦
で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ
｡

そ

し
て

エ

卿
は

所
謂
列

拳
責
任
主
義
は
､

包
括
責
任
主

義
よ

り

も
制
度
上

優
れ
る

も
の

あ

り
と

信

じ

て

所
謂
同

種
制
限
の

原

則

を

確
立

し

た

も
の

と

解
す
べ

き

で

あ

る
｡

そ

し

て

又
こ

れ
が

千

九

百
六

年
同

国
海
上

保
険
法

上

本
原

則
が

抹

(

非

三
)

用
さ

れ
て

ゐ

る

理

由
と

了

解
す
べ

き

で

あ

る
｡

(

註

こ

か

故
に

q
･

甲

原

則

は

資
質

的
理

由
た

る

列
拳
責
任

主

義
精

神

と

形

式

的
理

由

た

る

ロ

イ

ド

置

券
の

一

般
文

句
の

存

在
と
の

結

合
に

よ

り

生

l

れ

た

合
の

子
の

如
き
も
の

で

あ
る

が
､

そ
の

勢
力

闘

係
よ

り

い

へ

ば

前

者
が

弱

く
､

後
者
は

薄
弱
で

あ
る

と

静
ぜ

ぎ
る

を

得
な

い
｡

こ

れ

蓋

し

後
者

の

保
守

性
､

非

合
理

性
に

用

し

容

易
に

了

解

し

得
る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

き

れ

ぼ

今
ロ

イ

ド

密
葬
に

於

て

特

別
約

撃
軍
以
て

特

殊

危
険

が

負
塘
さ

れ
た

る

場

合
､

該
置

穿
に

列

挙
さ

れ
た

る

危
険
に

類
似
の

危
険
と

は
､

顔
く
こ

れ

等
の

も

玖

も

包

括

し
て

指
示

す
る

の

で

な

く
､

専
ら

本

文
(

才

已
ミ

に

列
挙
き

れ

た

る

も
の

の

み

に

類

似
の

危
険
と

解

す

る

の

が
､

本

原

則

葉
色

理

由

よ

り

し

て

妥

嘗

で

あ

る

(

J
ヒ

邑

訂
c

ロ

ブ

音
一

己
⊇

瓦

前

掲
蓼

摺
｡

)

■
(

堅
一

)

冒
旨
-

00

良

書
-

口
･

轟
へ

h

増
訂
u

竺
ヨ

:
ざ
①

訂
-

邑
t

｡

:
-

右

打

彗
-

蒜
d
､

昌
d

t

h
¢

乳
く

告

声
奉
呈

已
t

言

合
-

罵
の

t

}

旨

雫

邑
O

字

音
{

竺
｡
{

冒
.

書
弓

彗
り

e

ら

溝
訂

書
芸
t

｡

訂
の

害

賢
亡

a
-

罵

旦
叫

こ
声

｡

乙
雪
t

｡

蔓
野

F
{

F

蓋
①

n

弓

法

律
布
施
の

意

義
を

経
済
上

の

特

別

の

目

的

を

参
酌

し
て

解

す
べ

き

こ

と

は

我

国
尊

者
も

之

を

認
め

て

ゐ

る
(

鳩

山

博
士

日

本

民

法
絶

論
､

コ

二

八

頁
)

｡

北

村
教
授
も

法

律
行

籍
の

解

程

は

常
該

文

化

共

同

鰹
の

合
理

性
を

基

礎
と

し
て

行
は

る

べ

き

こ

と

を

褒

詞
し

て

屠

ら

れ
､

或
は

卑
｢

表

示

布
施

は

其
の

中
に

論
理

上

表
示

者
の

企

囲

し
た

社

食
的
経
済
的
､

目

的

を

想
定

す

る

こ

と

に

よ
つ

て

意

味
が

あ
る

の

で
､

目

的
な

く

し
て

表
示

行
寛
の

み

を

考
へ

る

こ

と

は

出

家

な

い
+

と

も

い

は

れ
て

ゐ

る

(

北

村
五

良
､

法

律
行

篤
の

解

帯
に

降
す
る
一

考
察
､

国
民

経
済
雑
誌
､

昭

和
六

年
十

月

携

二
じ

頁
以

下

及

び
一

六

貢
(

註
一

七
)

｡

(

註
三
)

蓋

L

同

梅
上

備
除
法
は

専
ら

従

衆
の

判
例
に

よ

り

確
立

さ

れ
た

結

果

を
､

成
文
化

し

た

も
の

に

過

ぎ

な
小

か

ら
で

あ
る
(

曹
司

同
上

軍

港
り
■
に

約
款
解
繹
の

原

則

よ
り

見
た
る
エ

卿
の

意

見
の

正

否
に

つ

き
A

二

言
述
べ

て

お

き

た
い

と

息

ふ
｡

保
険
基
本
約
款
は

或
る

鮎

に

於
て

法
律
規
定
に

類
似
し

て

ゐ

る

が
､

そ
の

性

質
は

契
約
で

あ
る

か

ら
､

そ

の

意
味
は

法

律
行
為
解
繹
の

原

則
の

適
用
に

よ

つ

て

明
か

に

さ

れ

ね

ば

な
ら

ぬ
｡

そ

し

て

そ

れ

は

首
尊

者
の

意
恩
の

客
観
的
意
味
を

確
定
す

る

こ

と

で

あ

る
が
､

こ

れ
に

つ

い

て

は

何

虚
ま

で

も

表
示

Ⅰ6 0

一

塊

♯



l
一

h
V

Ⅰ由

一
†

､

サ

塘

行
為
そ

の

も

の

に

含
ま

れ
て

ゐ

る

各
種
事
情
を

基

礎
と
し

て

行
は

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ
つ

て
､

そ

れ
を

離
れ

て

経
済

上
の

目

的

と

(

恭
一

)

い

ふ

様
な

も
の

を

考
へ

て

は
､

正

常
な

る

法
律
行
名
と

は
い

へ

ぬ
｡

ロ

イ

ド

謹
券
の

負
括
危
険

健
項

自
傑
の

解
輝
か

ら
い

つ

て

然
ら

ば
エ

卿
の

解

繹
の

如
き

結
論
が

生

れ
る

か

と
い

ふ

と
､

前
述
の

如

く
こ

れ

は

否

定

的
に

解
さ

ゞ

る

を

待

な

い
｡

即

ち

本

詮

券
の

曾
g
邑

w
O

鼓
を

如

何
に

積
極
的
に

解
し

て

も

P

平

原

別
の

い

へ

る

が

如
き

制
限

的
解
鐸
は

得
ら

れ

な
い
｡

そ

れ
は

最
早

個
人
の

意
思

表
示

と

い

ふ

具

餞
的

寄
茸
を

離
れ
て

行
は

れ
る

解
繹
で

あ

る

か

ら

で

あ

る
｡

さ

れ

ば
こ

1

で

再

び

ど
己

出

岩
戸

邑
}

が

同
上
の

判
例
に

つ

い

て

い

つ

た

言
葉
が

想
起
さ

れ
る
｡

『

こ

の

曾

呂
已

音
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